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令和元年度 あ さ ぎ り 町 議 会 第 ８ 回 会 議 会 議 録 （ 第 1 9号 ）  
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田 中 伸 明 ○ 
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片 山  守 ○ 

農林振興
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甲 斐 真 也 ○ 

税務課長 那 須 正 吾 ○ 
商工観光

課 長 
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生活福祉

課 長 
上 村 哲 夫 ○ 

上下水道
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議事日程（第１９号） 

日程第１  一般質問（５人） 

 

 

本日の会議に付した事件 

日程第１  一般質問（５人） 

 

 

 

午前１０時 開 議 

 

●議会事務局長（大林 弘幸君）  起立願います。礼。着席ください。 

◎議長（徳永 正道君）  ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達していますので、これから本日の会

議を開きます。本日の議事日程はお手元に配付のとおりです。ここで、昨日の一般質問橋本議員の一般質問

に教育課長のほうから追加答弁の申し出があっておりますので、これを許可します。教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  おはようございます。昨日橋本議員からの通学距離についての質問に対しまし

て答弁をさせていただきたいと思います。スクールバス利用者の通学距離６ｋｍの根拠について質問がござ

いました。これにつきましては学校の設置につきまして、義務教育諸学校施設費国庫負担法の中で、適正な

規模の条件として通学距離が小学校においてはおおむね４キロ以内、中学校においてはおおむね６キロ以内

であることとされております。これをもとにあさぎり中学校におきましても学校統合によりまして、遠距離

通学となる生徒の通学条件の改善を図るためにスクールバスの導入がなされております。国からの補助を受

け運行開始しておりますけれども、その際の補助要件が６キロ以上の通学に要する交通費を負担する市町村

に対しての交付要件となっていたものでございます。本年度の利用人数につきましては、浜の上線が１４人、

平山荒茂線が９人、鷺巣線が２０人、新深田線が５人、合計の４８人となっております。それから、通学、

失礼しました。自転車通学の許可につきましては、あさ中におきましては１.５キロ以上、それ以内であれ

ば、徒歩での通学となっております。全校生徒４４７人でございますけれども、割合的に徒歩が９％、自転

車が８１％、それからスクールバスが１０％の割合となっているところでございます。以上でございます。 

日程第１ 一般質問 

◎議長（徳永 正道君）  日程第１、一般質問を行います。順番に発言を許します。まず８番森岡勉議員の一

般質問です。森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  改めましてみなさんおはようございます。８番、森岡でございます。本日２日

目一般質問ということで本日もよろしくお願い申し上げたいと思います。私の一般質問につきましてはお手

元にありますように、地域の福祉計画とそれから農業政策についてと、２点こう執行部のほうにお尋ねをし

たいということで通知しておりますのでよろしくお願い申し上げたいと思います。まず１番目の地域福祉の

推進にということでございます。政府はですね、まち・ひと・しごと創生の基本方針に地方版総合戦略が策

定され、本格的な事業提携に取り組んでおりますけれども、地方への人の流れと、結婚出産子育ての今後の

急速な社会現象や自然減が予想されるということから、地域の特性に応じた課題を戦略事業を強化するとい

うことになっております。そういったことで国地方公共団体の取り組みとして情報とか人材財政の３つの側

面から支援するということになっております。そこでこうあさぎり町の人仕事創生総合戦略の事業展開にお

きましては、テーマといたしまして、健康と福祉ということで上げてございます。そういったことであさぎ
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り町の福祉の関係につきましてですね、健康も含みますけれども、質問したいと思います。健康なまちづく

りにつきましては現在策定される保健計画の中でも住民が主役になりなさいとか、安心安全な町のために幸

福なまちをつくるためにやるんだよということをうたってありますけれども、国は国民健康づくりの運動と

してですね、健康日本一２１を提唱しました。背景としましては、先ほど申し上げましたとおり、急激な高

齢化や生活習慣の変化による生活習慣病の増加、それに伴う医療費また介護費用が増大するという深刻など

が挙げられております。また、社会環境では、経済状況の停滞に伴う格差の顕在化、家族形態の変化、地域

のつながりの希薄化などによる社会的要因が健康状態に出てきていると言われております。加えまして少子

高齢化は確実に進行しており、健康づくりの町につきましては、健康という実現につきましては      

として町の課題と、いうことが伺えると思います。そこで本年度ですね、第３次のあさぎり町の保健福祉総

合計画が終えます。あさぎり町の保健福祉総合計画につきましては、１番上のあさぎり町の町の総合計画が

ございます。その下の位置づけされている総合計画でございまして、４本の柱を設けてございます。あさぎ

り健康２１計画とか、あさぎり町の高齢福祉計画とか、それからあさぎり町の子ども子育て支援計画、それ

からあさぎり町の障害計画というこう４本の柱の中でつくるということになされております。この計画をそ

ういったことで総合計画がつかさどっておりますけれども、この総合計画に照らし合わせましてですね、町

長は、第４次になりますけれども、現在策定中であると思いますけれども、次期計画にですね、地域の福祉

の推進をどのように町長としての考えを取り入れていくのか、考えを示していただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  おはようございます。今あの森岡議員のほうからお尋ねになりました第３次あさぎ

り町保健福祉総合計画の検証、それから第４次についての取り組みということで、本町におきましても、少

子高齢社会となって地域の皆様方からの福祉健康体力づくり、生活支援などに対するニーズはますます複雑

多様化しております。その中で、地域でそれぞれの区長さんを中心に、あるいは福祉の担当の方々を中心に、

皆さん方で元気な高齢者を守り、そして健康寿命を延ばしていくような取り組みが行われております。それ

についても行政も支援をしながら、それぞれの活動の支援を行っているところであります。そういうふうな

それぞれのニーズに適応した計画となるように、各担当各部各それぞれの策定委員会を開催し、頑張って努

力をしておるところでございます。各担当課においては現状把握し、分析を行った上で、将来を見据えた計

画となるように見直しを行う必要があると認識しているところでございます。まずは現在の現状を担当課長

より説明をさせまして、またこれからの取り組みについては後ほどまた答弁させていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  私のほうからもう１点だけですね、質問いたしましてそのあと担当部署でも結

構でございますので御質問にお答えいただくようにお願い申し上げたいと思います。現在そういったことで

取り組み中であるということでございます。一応社会福祉法第１７条に基づく地域福祉計画は、地域住民や

行政等が心に一つにして取り組んでいくための基本的芯でございます。健康的に生活でき共に生き共に支え

合う地域づくりということを具体化する内容ということで聞いてございます。そういったことで第３次ので

すね、あさぎり総合福祉計画がやがて終えようとしてる中で、町としてこの期間を、内容を見てみますと２

９年度中に見直しをするということも書いてございます。そういった見直しがなされたのか、それからまた

課題が出たのか。そういった検討事項があればこちらのほうにも教えていただきたいと。それに加えまして、

次期のプランの基礎となるですね各数値の状況はどうなってるか。それぞれ担当課のほうから説明をお願い

申し上げたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 
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●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい、おはようございます。ただいまの御質問でございますが、議員の御

質問の内容のとおり、社会福祉法第１０７条に位置づけてあります地域福祉計画、これにつきましては、本

町におきましては保健福祉総合計画ということで策定をいたしております。お尋ねのとおり、本年度におい

て次期計画である。第４期計画の策定を現在作業を行っているところでございます。高齢者福祉計画、並び

に介護保険事業計画につきましては、平成２９年度に計画策定を実施済みとなっております。計画期間につ

きましては、令和２年度から６年度までの５カ年間の計画としておりますが、高齢者福祉計画並びに介護保

険事業計画につきましては、計画期間は３年となっております。条例で定める町の保健福祉総合計画策定委

員及び担当課において、現在先ほど申し上げましたように各部会に分かれまして、それぞれの計画を順次進

めておりまして、策定委員会全体会議、４１名の条例に基づきまして委員がおられますけれども、今年に入

りまして２回の全体会議を行い、それぞれの計画ごとの部会におきましてそれぞれ部会の会合を行って策定

作業を進めておるところでございます。国におきましては、平成２９年度より、地域共生社会の実現に向け

ての取り組みが始まっております。これがこのことが現行の計画５年間の中で１番大きな福祉行政の大きな

国の政策の流れといいましょうか、大きな取り組みというふうにとらえております。ちなみに地域共生社会

ということですが、これまでの縦割りや支える側、受ける側といった関係を越えて、地域や行政関係機関団

体が分野を超えて丸ごとつながるということで、住民一人一人の暮らしと生きがいを地域とともにつくって

いく社会の実現を目指そうという国の取り組みでございます。この政策のために、３年４年間でございます

が、さまざまな法律、国の省令等が改正をされてきておりまして、次年度令和２年度に関係事業の全面的な

展開を行うということが厚生労働省から示されているところでございます。議員お尋ねのありました現況の

数値的なことにつきましては、それぞれ町民課並びに生活福祉課、高齢福祉課等に依頼がありました基礎の

数字的なデータ等につきましては、ただいま配信いたしております資料で説明をいたしますのでよろしくお

願いしたいと思います。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  町民課長。 

●町民課長（宮原 恵美子さん）  はい、森岡議員の一般質問に対しまして、質問等の資料５ということで出

させていただいております。今お手元に送って送っております。まず１ページ目になりますけれども、総人

口に占めます高齢化率、６５歳以上の高齢化率ということで、下のほうに上げさせていただいております。

３６.８％ということになります。あと７５歳以上８０歳以上というふうに記載はいたしておるところでご

ざいます。それから、生産年齢人口ということで、１７歳から６５歳までの年齢の割合をということです。

総人口１万５,３１２人、これは今年度の１１月末現在での人口でございます。それに対しまして生産年齢

人口４９.７％ということになっております。ではすいません。町民課のほうに依頼いただいておりました

２件目を送らせていただきました。３ページになります。あさぎり町におきましての、出生状況の推移とい

うことでございます。平成２６年から３０年までということでいただいております。これは掲載させていた

だいておりますのは、合併当初からの数値を上げた上げさせていただいておりますが、ご覧のように年々出

生者数は減少傾向にあっております。平成３０年度は２けた台１００人を切った状況でございます。まだ今

年度も１１月末までの出生者数６９名というふうになっております。それから申しわけありません。こちら

のほうには掲載をいたしておりませんけれども、あとあさぎり町の平均寿命ということで、いただいており

ます。この、第３次あさぎり町保健福祉総合計画の中にございますあさぎり健康２１計画、食育推進計画、

第２編にございますが、２ページにあさぎり町の現状ということで、平均寿命というのが掲載されておりま

す。これが平成２６年度の公表データという厚生労働省の公表データということで掲載いたしております。

私どものほうでこの後調べました平均寿命になりますけれども、これが平成２７年人口動態統計、それから

平成２７年の国勢調査による日本人人口を基礎資料として出してある数値でございます。あさぎり町におき
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ましては、男性８０.８年、女性８７.１。熊本県におきまして、男性８１.２歳、女性８７.５歳、全国へ、

全国が男性８０.８歳、女性８７歳, 

以上ということになっております。町民課関連は以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい。それでは生活福祉課関連で御用意いたしました資料の説明を行いた

いと思います。ただいま配信をいたしました。２ペーと４ページになります。まず２ページのほうからです

が、この資料につきましては今般策定を行っておりますあさぎり町保健福祉総合計画、地域福祉計画でござ

いますが、の資料より抜粋をしたものでございます。なお、各年度、平成２７年度、令和元年度といたして

おりますが、いましがた町民課長から若干触れましたとおり、国調を国勢調査の基礎資料をデーターにいた

しております。次の国調が令和２年度に予定されておりますので、最新の数値ということで令和元年度の現

況数値ということで、御理解いただきたいと思います。まず１枠目のひとり親生活保護世帯につきましては、

母子世帯数父子世帯数生活保護世帯数、起債の数字のとおりでございまして、母子世帯数につきましては変

わりはございません。父子世帯数につきましては、１２世帯ほど減少いたしております。また生活保護世帯

数につきましても１世帯のみの増となっております。ちなみに平成元年度現時点での９１世帯につきまして

は、人口的には１１７名ということ、男女計となっております。二つ飛びまして３枠目ですが、障害者手帳

の所持者につきましては、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の３手帳につきまして、平

成２３年、失礼しました２７年、それから現況としての令和元年度の数字の記載となっております。増減に

つきましては、身障者手帳につきましては１２８名ほど減っております。逆に、療育手帳Ａにつきましては

５０人の増。精神障害者保健福祉手帳につきましても４８名の増となっておりまして、１１月現在の数値に

つきましても、ほぼこの数字と変わらないということでございます。１番下の枠の民生委員児童委員の数値

につきましてはほぼ変わっておりませんので、これは定数ということで御理解をいただきたいと思います。

民生委員、児童委員、主任児童委員とも１名の増となっております。続きまして４ページ目をお願いいたし

ます。１番上の社会福祉施設の現況でございます。介護老人保健施設、介護老人福祉施設から１番下の特定

施設入居者生活介護施設間でご覧の内容の数値となっております。なお保育所保育園と認定こども園につき

ましては、注意書きの小さな文字で恐縮ですけれども認定こども園に移行したという点につきまして、若干

の増減があっております。中の枠医療施設につきましては、町内の医療機関が１施設おやめになられたとい

うことで、数字的に一つの減となっております。あと教育施設につきましては、幼稚園等につきましては認

定こども園、子供子育て支援制度に移行によりまして、認定こども園に２園が移行したということで、結果

として２施設の減といったような数字の状況でございます。生活福祉課関連は以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（出田 茂君）  高齢福祉課所管分につきまして御説明申し上げます。２ページになります。

まず介護認定者数でございますが、平成２７年度６５歳以上、これは第１号被保険者でございますけれども、

９３８人、また第２号被保険者４０歳以上６４歳までの方が２３人、令和元年度が第１号被保険者９２７人、

４０歳から６４歳までの第２号被保険者が１６人となっております。これはそれぞれ１１名の減と７名の減

となっておりますけれども、平成２７年度につきましては年度末の数字を、また元年の分につきましては最

新９月分の集計でございますので、今後推移によりましてはですね、この数字よりも、若干増えるんではな

かろうかというふうに思っております。ちなみに平成３０年度の実績でございますけれども、第１号被保険

者が９４６人、第２号被保険者が１６人ということになっております。また介護認定者数の認定者数率でご

ざいますけれども、平成２７年度が１７.３％、令和元年度９月末現在で１６.７％で、０.６％の減少を見

ております。これにつきましても、年度末まで推移を見守っていく必要があるかというふうに考えておりま
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す。また認定者数はそのものは減少傾向にございますけれども、認定者の中には重度化してございまして、

このまま給付費の減少につながっていくものかというものは今後の状況をよく観察して、平成３０年度令和

元年度の状況を分析しまして、来年度策定予定の第７期介護保険計画に反映、第８期の介護保険事業計画に

反映させていただきたいというふうに考えております。以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  はい、丁寧にですね説明いただきましてありがとうございます。なかなかこう

福祉計画につきましては、議会の議案ではございませんので、なかなか皆さんが見る機会がなかったかと思

いますけれども、今後のですね財政の中でどうやっていくのかというようなことを考えなければならないと

いうことで今回質問しておるところでございます。確かにうちの予算の３割以上を民生費が閉めます。今後

２０２５年の問題を含めて高齢者が増加してまいります。現在も増加しておるわけですけれども、７５歳に

なるまでは相当今後計画を立てる中で目をつけていかなきゃならないということでございますので、まず高

齢者の問題につきましてですねお尋ねをしたいと思いますけれども、現在、国のほうでも高齢者、後期高齢

者の場合、１割を２割に引き上げたいというふうに言われております。そういった場合に、町としてはその

まま受け入れてやるのか、何かそれに対する策があるのか。そこんところ所管課でも結構でございますけれ

ども考えがございますか。 

◎議長（徳永 正道君）  健康推進課長。 

●健康推進課長（松本 良一君）  後期高齢者の医療費の自己負担額の増加というようなことで御質問いただ

きましたけれども、まだ今国のほうでですねこの制度について検討がなされている段階というようなことで、

まだ決定というわけではないようでございますので、町のほうとしましてはですね今のところはまだそれに

対する対策というのは今のところまだ検討していないところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  まだ決まっておりませんのでですね、固定はないようですけれども、ただ福祉

計画をもう５年スパンでございますので、その中で入ってくる可能性もあるということと考えられるという

ことで思いましたもんですから、ちょっとそこの対応がですねどうなのかということでございます。確かに

健康保険につきましては圏域になりまして、町からの努力で若干安くはなりましたけれども、ただ基本とな

るものの基準がですね、あさぎり町は御存知のとおり所得で割った場合にですね非常にこう高い水準にあり

ますので、いろんな面につきましてそういった保険料等につきまして、高額に設定されるということで聞い

ております。そういったことで、今後ですねそういったことの中で考えれば、高齢者に対するですね措置を

していかなければならんじゃないかと思います。また先ほどこれ福祉課長が申し上げられました介護保険料

の現在の７期中でございますけれども、８期中にはどのくらいの保険料の設定を考えておられますか。 

◎議長（徳永 正道君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（出田 茂君）  第８期の介護保険料の見通しについてということでございますけれども、

現在第７期介護保険事業計画期間中で、平成３０年度から令和２年度までの第１号被保険者の大方の標準的

な保険料は年額７万８,０００円、月額にしますと６,５００円となっております。第７期介護保険事業計画

では、２０２５年これは第９期になりますけれども、保険料につきましては月額８,２００円になるという

ふうに推計しているようなところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  先ほど申し上げましたとおり所得に応じてということでございますので、第１

段階から第９までだったですかね。設定されるかと思いますけれども、第９になりますともう１万円を超え

るという状態でございます。非常にこうに所得があるからそれは、それにしても相当年金等で控除されて今
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後いろんなこう状況の中でも、やっぱり厳しい、毎月１万円でになりますからですね。２カ月毎にしますと

２万引かれますので、相当やっぱり負担になるんじゃないかということを考えておるわけでございます。そ

ういったことで高齢者に対するこういろんなこう施策も今後の計画の中で考えていただければと思います。

それから今回の議会の中で要望書がございました。この要望書の中で、あさぎり町のですね老人連合会から

の要望書が上がってるかと思います。これにつきましてはこれも老人福祉法に基づく援助規定、それから厚

生労働省の通達による高齢者の生きがいづくり、健康づくり推進と長寿化社会の実現と保健福祉の向上に努

めるということで、町としてはいただいておるかと思いますけれども、この中で、現行の老人クラブへの対

応ということで、助成措置はどのような状況でございますか。 

◎議長（徳永 正道君）  高齢福祉課長。 

●高齢福祉課課長（出田 茂君）  はい、現在老人クラブへの補助金につきましては、会員１人当たり１,０

００円を給付してございます。令和元年につきましては、２,３４３名の方が会員でございますので、２３

４万３,０００円を交付しているような状況でございます。以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  今回の要望書の中を見ますとですね、いろんな活動をする中で、いろんなシル

バーの事業とかやる上で、１，０００円ではちょっと足らないと。会員の減少があったり、なかなかこう未

組織があったりということで、非常にこう苦慮されるということで要望書を読んでみますと要望書もそうい

ったことになってございます。それで、その中でいろんなこう国県、そういった経由の問題もございますで

しょうけれども、そういった内容の中で、補助金のですね交付要領と申しますかそういったことを内部でそ

ういった改善する多く交付できるような措置はできないか。そういったところはどうでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、今森岡議員からのお尋ねのことについては老人クラブ連合会のほうから補助

金の見直し等の打診をいただいております。それで今高齢福祉課長も申し上げましたとおり、今現在１人頭

１,０００円で補助金を出しておりますが、高齢者の生きがいと健康づくりを推進するための補助金交付制

度を新たに設置していきたいと考えております。制度内容につきましては、当事者である老人クラブからの

役員の方々の御意見を参考に、厚生常任委員会にお諮りをしながら進めてまいりたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  はい、そういった前向きなことで取り組んでいただければすね、大変助かるん

じゃないかと思います。この案件につきましては厚生常任委員会のほうに付託されておりますのでこれ以上

申しませんけれども、そういった方向でぜひとも取り組んでいただければと思っとります。それからこの柱

の中に障害者の支援員措置がございますけれども、現在障害者の施設がどのくらいありますかね。これには

ないですよねこれもは。お答えいただければと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい、障害者施設についてのお尋ねでございますが、手元にある資料につ

きましては、いわゆる発達障害者障害児の通所時の事業所につきましてちょっと手元にございますが、現時

点で６施設が町内にあるということでございます。その他の施設につきましては、資料的にちょっと後で調

査しまして答弁させていただければと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  失礼しました。数字的には載ってますよね。障害者のことにつきましてはです

ね、これにつきましても町のほうの予算につきまして毎年こう増えていく現状でございます。これは、当然

交付金が来るものですけれども、これの対応につきましては今回の計画の中では織り込まれておりますか。 
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◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい、現在策定中でありますあさぎり町の障害者計画の中で、現状を踏ま

えましての今後の取り組みについて検討を行っているところでございます。障害者計画につきましては、障

害者関係の計画につきましては二つございまして、障害者福祉計画と現行の策定中の障害者計画につきまし

て２種類がございます。もう一つの福祉計画につきましては、量的なもの、量的な支援とか、そういう数字

的なものを主に網羅している計画でございまして、今回改定しております障害者計画につきましては、総合

的な障害の方の支援方策をまとめたものでございます。この計画の中で、今後の取り組みにつきましてきめ

細やかな障害者と共に生きる生活支援のあり方という点につきまして策定委員会を中心に策定を行っており

まして、ほかの３計画と同様議会、厚生常任委員会への報告を終わり、それからパブリックコメントを経て

議会のほうへ報告するスケジュールということになっておりまして、最終的には年度初めに印刷製本しお配

りすると。そして概要版を作成いたしまして、これにつきましては５年前と同様全戸に配付する計画で今進

めているところでございます。以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  一応委員会のほうで策定後には町民からパブリックのコメントをいただくとい

うことでございます。それにつきましては年内に発行できますか。 

◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい、スケジュールといたしましては年内に厚生常任委員会への報告、年

明けましてパブリックコメント、これは２０日程度以上は期間を置かなければいけないこととなっておりま

す。それを終えまして、最終的に町長協議決裁を経まして、議会のほうへ報告後最終的な概要版もまとめま

して印刷製本というスケジュールで予定をしておるところでございます。したがいまして、繰り返しになり

ますが、パブリックコメントにつきましては年明け２０日程度ということで今のところをスケジュールを組

んでいるところでございます。以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  はいそういったことでですね、町民の方にもできるだけわかりやすいような対

応でお知らせをいただければと思います。そういった障害高齢者関係につきましてはですね、２０２５年に

向けた当町の計画でも地域包括ケアシステムが完成するというか、ほとんど今そういったケアシステムは稼

働しているかと思いますけれども、構築に向けての体制は十分でございますか。 

◎議長（徳永 正道君）  生活福祉課長。 

●生活福祉課長（上村 哲夫君）  はい、冒頭の説明の中で若干触れましたが、平成２９年度以前につきまし

ては、国の政策としましては地域包括システムの構築というのをメーンに施策が展開されていたように記憶

いたしております。２９年度以降につきましては、冒頭御説明いたしましたとおり、地域包括システムから

地域共生社会へと国が大きく政策の内容の舵を切ったということで認識をいたしております。この地域共生

社会の実現に向けてという点につきまして、本町においての具現化に向けた政策の一つといたしましては、

何よりも複雑多様化しております障害者の方、高齢者の方、そしてし生活困窮者の方に即応していくために、

総合的な相談窓口と専門職の設置が不可欠であるといったようなことで、高齢福祉課の地域包括支援センタ

ーを福祉総合相談窓口として、今年４月１日から稼働をいたしております。また、マンパワーの確保という

点につきましては、専門人材の機能強化最大活用という点において、専門職としての社会福祉士の配置並び

に先ほど申し上げました社会福祉協議会と連動した形での福祉総合相談窓口の設置という点が、本町におき

ましての大きな変化といいましょうか政策といいましょうか、そういった形で今年度から取り組んでいる次

第でございます。以上でございます。 
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◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  ただいま答弁がありましたように、３課、町民課も含めて４課ありますけれど

も、いろんなこう連携とりながら相談窓口の設置とかなされておりますけれども、今思うにマンパワー、人

が足りない。そういった状況があるかと思います。特に保健師、社会福祉士等々あるかと思いますが、そう

いったところの人材の補てんにつきましては、町長はどういった考えでございますでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  今現在、もうほんとに日本国中が人材不足という中で、あさぎり町においても必要

な人員を確保するのは大変困難なところでございますが、できるだけ機会を多く作って人材を集めていると

ころです。今年の職員の求人の中でも、保健師の求人をしましたところ、３名の方に応募していただいて、

うち１名採用を決めたわけですが、幸いにして当町では希望者もまだ足りていますので、今のところ深刻な

それほど深刻な問題ではないところですが、もう僅々の問題としては、やはりこれからそういうマンパワー

が不足することは十分に考えられているところでございます。国の方策等もいろいろ連携しながら対応を練

っていきたいと考えております。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  要員計画もございますので簡単に増減をするわけにいかないと思いますし、ま

たそういったことが町民に対するですね住民福祉のサービスの低下につながらなければつながるようになっ

てはいけないので、そこのところ丁寧に見分けながらですね進めていただければと思います。それから町長

が所信等に述べられておりますあさぎり町の次世代の支援行動計画の中の子育てゆめプランにつきましては

どういったお考えをお持ちでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、子育てについては私はまだまだこれはこれからいろいろと慎重に整備してい

かなければ計画を整備していかなければならないことだと考えております。子供の貧困問題とか、あるいは

子供の平等な教育を受ける権利をどう守っていくか、そういうところをいろんな有識者の協力も得ながら、

また担当部課もいろんな勉強を重ねていって、子供の医療に対しても平等に受けられる。教育に対しても平

等に受けて社会で活躍できる健康な子供たちを社会に送り出していくための体制づくりをしていく必要があ

ると考えております。まだまだ私自身もそのところで、漠然とした考えの中にますので、もっと詳細なとこ

ろをいろいろ勉強しながら、そういうものを判断をして施策に反映していきたいと考えているところです。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  これにつきましてはですね、前期後期が終わりまして、その分が延長１０年延

びてる中でございます。いろんなこう保育所の助成の問題とかいろんな働き方改革等について助成がなされ

てきておりますけれども、まだまだそういった貧困問題は完全に解決されておりませんので、そういったと

ころをですね、予算の配分なり政策の考え方あたりをですね、できますれば早目に織り込んでいただいて地

域の方々とともにこう子供が育てるような環境をですね作っていただければいいんじゃないかと思います。

我々もこう地方自治法第２条第１４項に基づく、最小の経費で最大の効果というふうなことをねらいながら

一緒にやっていきたいと考えておりますので、今回の保健総合計画の中でもですね、そういったことを考え

て皆さんと考えていただいて、あさぎり町が健康幸福目指すところですね進めていただければと、まず１点

目はそういったことで終わらせていただきます。続きましてですね、２点目の農業農村の地域政策につきま

してということでございます。これにつきましてはさきの臨時国会が終わりまして、農林水産費の補正予算

が３,２５０万円組まれたということで報道がなされましたし、書いてますとおり、高齢化などで地域を担

う集人材が減ってきております。農地を守ることができないとなった地域が全国的にもこう発生しておりま
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す。このような中に現在これも５年ごとに見直されております食料農業農村基本計画の見直しの議論が始ま

っております。そして明けまして１月の発行されますＴＰＰ、今後の農政ではですね現況ではこれでいいの

かという話も聞こえてございますので、人口減少する中で担い手の確保、また農村地域を支えるいろんなこ

う手だてあたりを町長としてどういった方向に導きたいということでございますでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  産業、農業にかかわらずすべての産業の担い手確保ということについて私の考えを

申し上げますと、やはりその職場が魅力ある職場にならないと人は集まらない。やはり魅力ある職場とは何

かと言うと、やはり所得が安定していること。そしてやりがいのある職場であること。やはりそういうのが

一つの大きな要素になってくると思います。ですのでやはりこれからあさぎり町を魅力ある町にしていく。

魅力ある仕事をつくっていく。そして魅力ある人々が活躍していく。そういう社会をつくっていくことが大

事ではないかと思います。それとやはり担い手不足労働力不足ということで、福連携、障害者のある方たち

も職場に出てきてもらって、そこでまた生活の糧も得てもらいながら、また働き手としてのマンパワーも補

っていくという考え方もあります。そういう考え方からですね、もう少し地域にそういうふうな働き手とな

るべき人が潜在的にいないのか。そういうことも私は検討してみる必要があるんじゃないかと思います。昔

は我々のころは、家の手伝いは当たり前でしたけども、今そういう生活習慣が本当に教育の変化でなくなっ

てきました。やはりそういうふうな若い人たちをやはり社会教育も兼ねて、家のお手伝いをする。あるいは

地域の仕事のお手伝いをする。そういうことも私は必要ではないかと思いますし、また外国人労働力者とい

う問題も今全国的に注目されてますし、あさぎり町でももう一部そういう取り組みをされている農家さんも

あります。こういうものを組織的に、やはり町でも考えていく必要があるんじゃないかというふうに考えて

いる次第です。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  私もですね、この件につきましてはやっぱし所得の安定と負担軽減の課題があ

ると。それともう１点が人材の多様性を生かす方法を考えるべきじゃないかと思っております。特に負担軽

減所得の安定につきましては現在の農業従事者がですね２０１８年で１４５万人です。１０年前に比べて６

０万人減でございます。それから１４５万中の６５歳の占める割合が３割、うち７割の方に後継者がいない。

そういった現状でございます。今までこう大企業化法人化もうございましたけれども、それも限界で、今後

は先ほど申し上げたような規模の小さい零細農家や小規模、家族経営、兼業経営の農家などをですね、多様

な方々を引き込んでいくやり方が必要じゃないかと思いますし、またこう人材の多様性につきましても高齢

化に伴い地域人材は減少するということでございます。当然農地を守ることが難しくなるということが考え

ますので、今後これも含めてですね、兼業農家、兼業、副業を人達に農業までこう手を伸ばしていただくよ

うな対策ができないか、農村を維持すべき多様な形態を考えていかなければならないと思います。そういっ

たことで農林振興課長にこういった制度があるのか、また今後の見通しにつきましてわかれば教えていただ

きたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい、今後国の基本方針、計画の中で、２０２５年度までに農地８割に対

しては、担い手に集約するというような目標が挙げられておりまして、そういった中の討論の中で、やはり

もうそういった８割まで持っていくのは大変厳しいということが何かわかってきているような状況にあって、

そういった中で、小規模な農家の方々の活躍も今後期待していきたいというような検討もなされているよう

であります。そういった中で農業基盤の強化ということが重点的な農業基本計画の目標ではありますけれど

も、そういった中でも大小の農家にかかわらず支援をしていくというようなことも今回の基本計画の中に上
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げられるということで、その中で主体となるのが畜産農家の方々ということを聞いております。畜産農家の

方々の現在のメス牛の頭数を倍にするというようなことも昨今言われておりますので、そういったところで

いろいろな事業も展開されてくるのではないかというふうに思っております。そういった事業に対してです

ね、町のほうもそういった基本計画の方針が固まったときには、またいろいろな支援策を考えたいというこ

とも思っております。また基本計画の中で関係人口の拡大を目指すということも言われております。どうい

った内容かといいますと、住民ではありませんけど、都市部からの農業関係に手伝いをしていただくとか、

そういう方々が都市部のアンケート関係で若い人たちの３割程度いらっしゃるというような話も聞いており

ます。そういった方々が現在、各県ではもう行われておりますけれども、他の県ではですね、そういった関

係人口をいろいろ拡大されて、農家が１人しかいないところが農業にまだ継続されているというようなとこ

ろも聞いておりますので、そういうところも、今後計画で示していただくというようなことも聞いておりま

すので、そういった関係人口を町にですね流入いただくというようなことも考えられればというふうに考え

ているところです。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  昨日の議員の中でも質問がございましたけれども３年間の農業振興補助金が出

まして、非常にこう関係農家の方々につきましては大変潤いがあったということで聞いてございます。昨年

の答弁の中でもこう、一応、内容はともかくとして引き続きやりたいという私の受けとめ方でございました

ので、そういったことも含めてですね、これはやっぱし所得の安定と負担の軽減につきましてはやっぱし必

要ではないかと思いますので、これはぜひともこう継続していただいて、引きましては収入に還元し、また

は税にも還元することでございます。そういったことで考えますと、決して過大な投資ではないと私は考え

ておりますので、ぜひともよろしくお願い申し上げたいと思います。それから最後ふうに農業委員会にお尋

ねしますけれども、２０１９年度の農地面積が４３９万７,０００ヘクタールと発表されております。これ

は２０２５年の目標を４５０万だったですかね、もう下回ったとまだ２０１９年ですので６年前ですよ。そ

ういったところで早く目標を割り込んでしまって、これからはこれらの対策についてはですね多様にあるか

と思いますけれども、やっぱしこう耕作放棄地が出てきてから対応するんじゃなくて、耕作放棄地が出る前

に、現行当町の場合はまだ低くございますけれども、いずれどうなるわからないということで、本町の農地

等の維持についてですね、現在の農業委員さんは２６名だったですかね。の方々がいらっしゃいますけれど

も、その下にですね農地最適化推進を置くことができるとなっております。こういった方々を置くという考

え方をですね前倒しで考えられないか。それについてお考えを聞きたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（船津 宏君）  はい、お答えいたします。あさぎり町の場合ですね、農業委員会の中

に今お話がありました農地利用最適化推進員を置かないことに基準になっている市町村ということで、農地

利用最適化推進員を委嘱しないことができる市町村っていうのが基準がありまして、遊休農地率が１００分

の１以下、それから農地の集積率が１００分の７０以上ということで、あさぎり町の場合遊休農地率が０.

２から０.４％台、それから農地の集積率が７０％以上であったことから、平成３０年度の新たな農業委員

制度で起こす際に農地利用推進委員を委嘱しないと、設置しないということで現在２年目になっているとこ

ろです。委員おっしゃるようにですね、確かにその遊休農地が発生する前に、そういうふうな推進員を置い

て、徹底的に現場に足を運んでですね未然に防ぐというふうな策も考えられるところなんですけれども、あ

さぎり町の場合推進員を置かないかわりにですね、農業委員さんがその推進員の役割を兼ねて行っていると

いうことになっておりまして、現在の体制でいけばですね、推進員と役割を兼ねている農業委員さんに、そ

の役割をさらに強化努めていく取り組みを推進していかなければならないんではないかと考えておるところ
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です。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  確かに数字的な面でこの条例を提出されたときにですね説明を受けております

けれども、実際にどうも委員さんの活動の内容を見てみましてですね、局長のほうから農業委員さんのそう

いった活動に基づく支払いが行われた中身を見ますとですね、そう皆さん同じような差がない。よくできた

人は人の倍ぐらいあったとか。そういった支払いがなされてないということを見ますと、なかなかこうその

ように活動状況が活発なのかというようなことがちょっと私としては感じたもんですから、よその町村で各

地区に１人ずつおるぐらいの推進員さんがおったほうがもっと身近に近辺の方々の農家の方々が相談できる、

またはこういろんな問題が解消できるんじゃないかということを考え、たところでございます。そういった

ところはどうでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  農業委員会事務局長。 

●農業委員会事務局長（船津 宏君）  農業委員と農地利用最適化推進員の役割がありまして、農地利用最適

化推進員は、特に農地利用の最適化、つまり担い手への農地集積、遊休農地の発生防止解消、新規参入の促

進など日常的な現場活動を主体的に担うというふうなことになっております。具体的には農業者等への農地

の利用意向調査や地域の話し合いへの出席などが挙げられるところです。あさぎり町の場合、農地利用最適

化推進員を置いていない関係で、農業委員さんがこれらの業務を行っておりまして、特に今年度から、人農

地プランの実施に伴う各地域の話し合いにも農業委員が各地区おおむね３名程度割り振りをいたして出席を

して、一応意見の吸い上げ等を行っておるところです。それから、先月には昨年に続いて２回目の農業者と

の意見懇談会を行いまして、主に新規就農あるいは後継者を占めておられるＪＡの農業青壮年部の方々２０

名出席いただきまして、それらの意見を意見交換をさせていただいて、年明けには町長のほうに要望書を提

出し、県の農業会議、それから全国農業会議所のほうに取りまとめた意見を上げることとしておるところで

す。そのほかにも業務対策推進班っていうのを三つに分けて、それぞれの業務にあたっていただいておりま

すし、それから農地最適化推進員が置かれているところにあっては、地区担当推進チームというの編成する

ことになっておりまして、これも農業委員が兼ねて、各地区各校区ごとにですね、推進チームをつくって、

日ごろの見回りといいますか、そういうことは行ってもらっているところです。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  森岡議員。 

○議員（８番 森岡 勉君）  はい、当町はそういった現状でございますんで、私が申し上げたのは将来を見

据えたところでどうであろうかという提案でございますので、せろというのではございませんので、そうい

ったところも考えていただければと思います。最後になりますけれども、健康が第１で身体が資本でござい

ます。農村業の振興と発展はもう我々の最大課題でございますし、こういった振興が生活基盤にさまざまな

影響を与えますので、さまざまな施策を講じながら政策推進を図ることが重要であるというようなことを強

く訴えてきたところでございます。最後に町長の意見がありましたら拝聴したいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  今回の議会の中で議員さんの中からいろんな質問、要望が出ております。その中で

やはり１番この農業に対する担い手、人、それから農地、耕作放棄地がふえないための施策、そういうもの

を議員の皆さんからいろいろと質問もいただきましたし、また御提案もいただいております。もう本当に私

もそのことに関して本当に真剣に取り組んでいきたいというふうに考えております。私も就任して今８カ月

目に入ってますが、町長の仕事に一通り経験するために、外部の仕事、私は外政、外の政治ということで外

政。それからあさぎり町内のいろんなこういう人農地の問題、いわゆる内政、あさぎり町内の政治、という

ものと私は分けて考えるようにしておりますが、一通り町長の仕事を理解したところで、この内政に対する
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仕事を増やしていきたい。いろんなことを担当課から勉強し、また農家さんから意見を聞きながら、適正な

対応をしていかなければいけないと思ってます。もうこの人農地の問題は、待ったなしの問題ですので、ほ

んとに一生懸命頑張っていって、そしてそれに対してまた必要な財政措置も行っていきたいと考えておりま

すので、今後ともまた議員の皆さんから熱い意見をいただいて、あるいは提案をいただいて、一緒に進んで

いきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

◎議長（徳永 正道君）  これで８番、森岡勉議員の一般質問を終わります。ここで１０分間休憩をいたしま

す。 

 

休憩 午前１１時０５分 

再開 午前１１時１５分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。次に、１番岩本恭典議員の一般質問です。

岩本議員。岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  １番議員の岩本です。今年最後の一般質問になります。皆様よろしくお願い

いたします。それでは通告書に従い３点質問させていただきます。まずあさぎり町が合併して１６年になり

ますが、合併当時のですね人口は１万８,１９８人です。今年の１１月末時点で、１万５,３１２人、２,８

８６人人口が減少しております。平成２８年１月にですね発表されましたあさぎり町人口ビジョンの中で、

２０２０年来年ですね。来年では予測として１万５,１０３人となっております。ここ５年間の平均で２０

０人ずつ減少しておりますので、予想通りにこの人口ビジョンの通りになってるんじゃないかと思っており

ます。このままいきますと２０５０年以降には１万人を割り込むとまたこれも推測されております。このこ

とはですね全国の地方自治体が抱える問題で、人口減少問題というのは地方自治体が行うあらゆるですね政

策事業において喫緊の課題であると考えますが、町長にまずこの問題に対する見解をお聞きいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  岩本議員言われるとおり、人口減少は深刻な問題であり、全国共通な課題でもあり

ます。都市のほうに人口が集中してしまっているという傾向で、やはり結婚しない世代も増えてきて、出生

率も落ちてきている。片一方で、自然現象として高齢化社会になってきて、自然現象のほうも一つの原因だ

と思います。そういう中で、やはりまちひとしごと創生総合戦略というのが国の政策として打ち出され、あ

さぎり町としても、それに取り組んでいるところでございます。第１期総合戦略の期間が、本年度までとな

っております。現在検証作業を行っている状況ですので、詳細は担当課長より答弁させていただきます。ま

たいろいろな取り組みについては後ほど答弁させていただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  全国のですね、町村が今９２６あります。私調べたんですが、この中であさ

ぎり町の人口に匹敵するような町村ですね。これで人口が増えているところを調べました。大体ですね、な

ぜ増えているかという原因を調べると、やはりあの大都市圏へのアクセスが近くインフラが整って、今後で

すね大型施設とか、あるいは企業が進出するとこっていうのが大体交通のアクセス便利でですね、そしてそ

の上に、子育てのための環境づくりが整っているというところが人口が増えてる要因であります。先ほど町

長が言われたように、あさぎり町ではですね、まちづくり第２次総合計画をもとにしてですね、あさぎり町

まちひとしごと創生総合戦略を発表されております。その期間が今年度までということになっております。

この中でですね、この創生総合戦略は、健康のまちをつくる。幸福な町をつくる。産業と雇用をつくる。と

いう三つの基本目標を持ってつくられております。その中にですね、数値目標を設定しているわけですが、



- 67 - 

その三つの基本目標の中に、いろいろな各政策のＫＰＩですね、重要業績評価指標というのを定めておりま

すが、このですね数値目標と、評価指標のですね進捗状況をお尋ねします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、現在令和元年度末の終了に向けてですね、この５年間の基本目標の数

字、ＫＰＩの数字をですね出しまして、根拠といいますか、評価といいますかですね、そういったものを出

しているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  その評価ですけど、これは今年度末に目標としている数値に目標としている

数値にですね達成できそうかどうかというお尋ねします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、本年度末の数字は今取りまとめ中でですねございませんので、これま

での４年間、平成３０年度末の検証結果として報告したいと思います。基本目標に三つ、先ほど言われまし

たように上げております。一つ目の健康なまちをつくるの目標数値が特定健診受診率でございます。目標値

が６５％で、３０年度数値が５８.７％ということで、残念ながら目標まで発生してないところでございま

す。国保、後期高齢者医療費というのがありますが、目標が４７億円ですけれど、３０年度末数値が４２億

円でございまして、目標までいかなかったということで、これは達成できたというふうに考えておるところ

です。二つ目の幸福な町をつくるということでは、転出者数について、目標値が４９０人でございましたが、

３０年度数字が、４７２人で、これも目標までいかなかったということでございますので、達成できたと思

っております。次に、子育て環境や支援への満足度ということで、アンケート調査をとっておりまして、就

学前で４４.２％、小学校で３２.８％であり、これも達成できたのかなと思っております。三つ目の産業と

雇用をつくるっていうことで、町内総生産の額となっておりまして、目標値が３６０億円でございますけれ

ど、３３９億円となっており、これについても目標達成できてないというところでございます。町内事業所

の従事者数については、４,９００人の目標に対しまして、５,０１７人となっており、目標が達成できたと

いうところで考えたところでございます。基本目標の６つの項目のうちですね、４つが目標達成、２つが達

成できてないという状況ということでございます。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  ＫＰＩのほうの目標値に関しては進捗状況はどうでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、それぞれのＫＰＩについてでございますけれども、現在取りまとめ中

というところもありまして、なかなか難しいんですけれども、それぞれ、例えば健康なまちをつくるという

ところで、６のＫＰＩの指標がでておりまして、できるものできてないものがそれぞれあるというところで

ございまして、それぞれのＫＰＩについて同じような状況となっているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  この第二次総合計画っていうのはですねあさぎり町の総合的な振興発展を目

的としておりますが、この総合戦略というのは、人口減少克服と地方創生を目的としていると思うんですが、

人口ビジョンの先ほどの推測からいきますと、来年には１万５,１０３人ということで、人口は人口ビジョ

ンのとおりの推測になっているということで、人口減少防止というか、人口減少克服っていうことにはなっ

てないと感じるんですがその辺はどうでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、１万５,０００人という、１万５,０００人でしたよね。求める目標に



- 68 - 

対して１万５,１０３人ということで、同じような数字で動いているということであれば、目標達成できて

ないという考え方もあると思いますけれども、そこに今まで総合戦略によって努力してきたことでですね、

そこに落ちついたというような見方もできると思いますので、これについてはどの町村も同じかなと思って

おりますが、うちの場合にはおおむね目標どおりということで考えておるところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  今言われたようにですねなかなかあのこの人口減少を克服するというのは難

しいことで、先ほど言ったように、全国の自治体でこれをやはりいろんな努力をして、行政サイドのほうで

頑張っていると思うんで、極端な減少がない限りは、なかなかこれをとめることはできないんじゃないかと

いうことはわかります。総合戦略の中でですね、あさぎり町まちひとしごと創生へ創生事業対策本部を設置

してですね推進会議を作っておられると思います。推進会議のメンバーですね、一応中にはですね産官学金

労言と産業界、官公庁、大学、金融関係、労働団体、弁護士と一応書いてありますが、このメンバーの構成

というのはどのようになってますでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、現行では、現在２５名おられまして、まちづくり審議会の委員さんが

２０名ですね、あと産官学ということで、言論関係から１名、教育関係から１名、金融関係から２名、産業

関係から１名ということで、２５名で構成しているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  会議の中でですね総合戦略にはＰＤＣＡマネジメントサイクルに基づいて検

証、結果、効果検証を毎年度行い、必要に応じて改定を行うとしています。先ほど私が数値目標を達成でき

ているのかとお尋ねしましたけど、これは下方修正とか、そういうことを毎年度行っているのでしょうか。

それを基にお尋ねします。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、ＫＰＩにつきましては毎年度報告してですね、ご承認というかそうい

ったものをいただいておりますけれども、全然取り組めていないものもありましたが、残念ながらですねそ

の修正とか、そういったものについては取り組めておりませんので、報告いたします。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  このメンバー構成、私は文句言うわけじゃないんですけど、このメンバー構

成見るとですね、どうしても形式的になって、会議自体が硬くなり過ぎるっていう傾向はございませんでし

ょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、総合戦略の検証という形でですね、毎年数字の報告をいたしますけれ

ども、なかなかわかりにくいという部分もあるかもしれませんが、それぞれ、その委員さん方の得意分野で

意見をいただいておるところでございます。なかなか新しい意見というかですね御要望とかそういったもの

は出にくいというのはちょっと感じているところではございます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  このメンバーの構成は今年度で終了してまた新たに総合戦略の推進会議とい

うのはもつ予定でしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、委員につきましては２年が任期ということでございまして、本年度で

また新しい委員さんとなりますので、その新しい議員さんの中で検討していただくということになると思い
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ます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  その目新しい委員さんの中でですね、もう少し産官学金労言ですかねこうい

う有識者の方々もわかりますが、ある程度民間の住民の方を入れて半分ぐらい入れて、これを検討していく

という考えはないでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、先ほども申し上げましたとおり、まちづくり審議会の委員さんが２０

名おられます。これは各地区から４名ずつということになっておりますので、住民の方が、住民の方という

か、産官学の方も住民の方もいらっしゃるんですけれども、２０名は地区代表で出ていただいてるというこ

とでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  了解しました。次のですね質問に関連性がありますのでそのまま次の質問に

移りますが、現在ですね、住民自治のあり方について私は出してますけど、現在住民の意見を取りまとめる

ようなですね地域協議会というのはどういうものがあってどのくらい数があるか教えてください。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、現在行政が推進すべき事業関連の委員会、または協議会、審議会等につ

きましては、４４設置をしております。主なものといたしましては、分野はそれぞれの業務にわたっており

ますので他分野になりますが、先ほどもありましたまちひと仕事づくり推進会または、農業分野での総合農

政協議会、子育ての策定委員会等々いろんな業務に関しての審議会協議会等を設置しているものでございま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  私は先ほど質問した中でですね人口減少とか若者流出超過とか、高齢化社会

に問題などをですねやっぱり解決する上で、昨日は町長が総合的な政策なんかにはシンクタンクとかコンサ

ルティング共同の考え方が必要だと、もっと必要なんだということを言われました。これ私はそれはわかり

ます。ただしこれからですね、あさぎり町民によるやっぱ住民自治の考え方が非常に大事になってくると考

えております。住民自治体に主体によるまちづくりはですね、地域づくりを行う上で、町づくりに対する意

識向上が図られます。これから先ですね、それぞれの地方自治体は、オリジナリティーを持って町づくりを

行うことがそれぞれの自治体の生き残りをかけた進むべき姿であると私は思います。そこでですね１００人

委員会というのがありますが、これは町長直轄で、町長がイニシアチブをとって、各部会、例えば医療、福

祉、教育、農業関係等の問題解決のすぐれたですね企画に対して事業化を行い、公開の場で予算折衝を行っ

ていくというやり方なんですが、町長はこの１００人委員会を作るっていうことに関してはお考えはどうで

しょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、１００人委員会というのは今度初めて私もお聞きしたわけですが、今私はい

ろんな人の意見を聞くという意味で、会議にも出席させていただきますし、特に夜の懇親会のほうに参加さ

せていただいて、その中でいろんな皆さんたちの本音にかかわるような部分を聞くようにしてます。会議で

すとある程度時間も制約がありますし、あるいはまだ先ほど岩本議員も言われたように、ちょっとかたい雰

囲気の中でなかなか意見も出にくいというところがある中で、例えば私はもう現場第１主義で何かあるとす

ぐ担当課と一緒に現場に出向いて現場でいろんな町民の皆さんの意見を聞くようにしてますし、帰ってから

それを取りまとめる。あるいは先ほど言いましたように、懇親の場でいろんな意見を聞いている。そし、町
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民の中にはどういう人たちがどういう意見を持った人たちがどういう活躍をされている人たちがいらっしゃ

るか、そういうところを把握しているところです。その中でそれを行った上で、１００人委員会とはなくて

も、何かそういうふうな町長直轄の諮問機関が必要であると、私の中でそういう必要性を認めたときにはま

たお願いすることがあると思います。ですので、１００人委員会を決して否定するものではなくて、将来的

に今の取り組みの延長線上にそういうものが多分出てくるんじゃないかというふうには理解してます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  えっとですねあの町長が策定した事業推進室も事業計画の中で、ソフト事業

とハード事業がありますが、ハード事業に関してはですね、行政と議会が話し合いながらやっぱり推進する

必要性があるもんで、高度な問題なもんですから、それに関してはですねそういう場で行っていくのが妥当

だと思うんですけど、ソフト事業の中で先ほど言った１００人委員会みたいな委員会をつくってですね、住

民と協働でできるものをっていう企画もあるとソフト事業があると思います。それとは別に、先ほど町長が

いろんなとこに参加されるとされて話を聞いてると言われましたが、中には参加できない人もいます。町民

の中ではですね。そういう中でですね私これはちょっと話が飛びますけど、福祉に関する子ども食堂の問題

に関してある女性の方からこういうものをやりたいんだという声を聞いております。そのための資格を取り

ましたと。いうことで、ぜひそういうものをやっていきたいという声を聞きました。であればですねＮＰＯ

法人とかそういうのをつくって、そういうものをできるようなですねことを考えた場合に、先ほど言ったよ

うなそういう話が出てくることもありますので、できればそういう直轄の町長がほんとにイニシアチブとっ

てっていうことですけど、町長と直接話ができない町民もおられると思うんで、ほんとにだけどでいろんな

ことを考えると考えているとそういうものをですねざっくばらんにできるような委員会というものをやっぱ

りつくってですね本当の意味での町民のためのまちづくりができると考えるんですが、先ほど町長が必要に

応じてと言われますけど、できればできるだけ早くそういうものを取り入れてですねつくっていくほうが、

町民の意識も変わって町に対する意識も変わってくるんじゃないかと考えますがその辺は町長どう考えます

か。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  岩本議員の言われる趣旨はよくわかります。ですので、そういうふうな今子ども食

堂に対する意見を持っておられる方がいらっしゃれば御紹介いただければ私もすぐ時間をつくって出向きた

いと思います。また言われるように１００人委員会というのもこれもある意味限定された町民の中で選ばれ

た人になってしまいます。これに選ばれなかった人たちにはやはりこちらから出向いて話していかなければ

ならなくなりますので、できるだけ私は町民一人一人今１万５,０００人の町民がいらっしゃいます。赤ち

ゃんからお年寄りまでですが、その中で、実際に活動されてる方に、私はもう労をいとわず出向いていきた

いと思いますので、そういう情報をいただければ、また声をかけていただければ出向いてお話をする機会を

つくっていきたい。今も私はそういう姿勢で町政に臨んでいるところです。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  町長の考えわかりました。私はこれ何で１００人委員会をもう少し重要視し

てほしいかというと、町民の皆様にそういう予算をつくってやってそれを町民の皆さんが行っていく。それ

を行政のほうが手助けしてやるということの考えで１００人委員会というのができないかという考えだった

もんで、でも町民の責任において責任っていう言い方ちょっと余りにもあれですけど、町民に予算を与えて

町民のいい企画であればそれに予算をつけて、町民の方々が町民の意思で団体作ってやるっていう、そうい

う意味で言ったと思っております。町長の意見もよくわかりましたんで、できればそういう方向でですねも

うまちづくりも町民と一緒に一体になっていくっていうのであれば、今どうしても行政の方々が一生懸命い
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ろんなもちろん町民の方々から意見を聞いてそれを反映させていこうと思ってるんですけど、できれば町民

にもうお任せして、それを予算化していって、町民に町づくりを行ってもらうというような方向性も必要に

なってくると思いますので、それに関して。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、わかりました。今岩本議員の言われることがよく理解できましたけれども、

それについては今も各種団体に補助金を出して、それぞれの自主的な活動をいただいて、そして町の活性化

に向けて活動していただいてます。また私も今議員おっしゃるようにですね、自分たちで町の活性化、町の

発展のため、あるいは経済振興のために、こういうことを取り組みたい、ついてはこういう予算があって町

から応援してもらえないかというものがあったらそれは十分検討していきたいと考えてます。また私の一応

マニフェストの中に、食と農と福の交流フォーラムとかイベントをするということを考えてます。そしてそ

れが観光につながっていって特産開発につながって一つの産業になっていくことを願っているわけですので、

その中ではあくまでも行政が我々が企画をして、皆さんがたに役割をこちらからお任せしてやってください

じゃなくて、それぞれ皆さんたちが日ごろ思ってることをいろんなイベントの中で発表する場を提供する。

あるいは、発表するための予算化をしていく。そういうことによって自分たちの取り組みをどんどん積極的

に前向きに取り組んでいただく。そういうことはしたいと思います。岩本議員のいわゆる１００人委員会が

そのようなものの趣旨であるならば、大いにそれを私は取り組んでいきたいと考えております。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  この１００人委員会というのはそういう趣旨のもとに町長やっていっていた

だければと思うんですけど、これをですね募集かけて、例えばですねもういろんな考えの人がいるから確か

に町長が言われるように、町民一人一人にあって聞くっていうのも大事なことなんですけど、中には公募し

てですね、私は年代は 10 代から２０代３０代といろんな方々を集めていいと思うんです。とにかくそれを

まとめる部門があって、その部門代表の方にいろんな役場との折衝を行っていくという、そのまとめる機関

ですね、いろんな１００人いればその部門でまとめてそれを予算化していってあげるっていうことをつくっ

てほしいと言ってるもんですから、ぜひそういうものができるのであればですね今から先公募でもしてです

ねこういう委員会つくろうと思うので１０代２０代しとる人たち集めてざっくばらんに話し合いの場が持っ

ているっていうそういう委員会をつくっていただければなと私は思っております。次の質問に移ります。こ

の問題は終わります。次の質問ですけど、平成３０年度決算審議でですね、決算審議の質疑の中で、旧五差

路犬童病院のとこですね。各大会出場の横断幕について質問したと思うんですが、その後ですねこの質問に

対して、教育課の中で話し合いが持たれたのかお聞きいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、平成３０年度の決算認定時においてですね、今議員御質問のありました

とおり、横断幕についての質問がありまして、それについて御説明させていただいたところです。で、その

ときの経緯について、あそこに移った経緯等もその時に説明をさせていただきましたが、本庁者横に当初あ

りましたものから車どめの設置に伴いまして移動する必要になったというところで、関係各課と協議を行わ

せていただいた結果で今現在のところに掲示をしているという状況でございます。そういった質問がありま

した後に一応課長会の中でもそういった協議をさせていただいて、その経費等についての協議金額等も調査

をさせていただいたところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  私も経費かけかえの経費等を調べてみたんですけど、その中でですねいろい

ろ考えたときにですねどうしてもやっぱり駅前のところにこういうものをしたほうが設置したほうがいいん
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じゃないかっていうことで、ただし駅前のところに設置する場合に、大会出場とかそういう横断幕以外にも

何か考えられないかということを考えたときにですね、いろんな情報を発信できるようなですねスクリーン

等を設置したほうがいいんじゃないかと。どういった面で費用対効果が得られるかっていうことですけど、

スクリーン等を設置することによって、町のいろいろな行事の告知ですね。それから行方不明者等が出た場

合の画像、あるいは動画の公開、と先ほどの大会出場のテロップとか、あとは学校の行事です。体育大会、

文化祭、卒業式、入学式とか。昨日町長が言われたような馬術大会、そういうものを放送する。あるいはで

すねあさぎり議会の中継と、農林業に関する情報及び映像ですね。商工業に関する情報や映像ですね。そう

いったものを放送することによっていろんな情報発信ができると思います。ただしですね当然これには設置

費用、メンテナンス等がかかってくると思うんですが、この例えばですね、農林業、商工業に従事する方々、

あるいは会社の方々、その方々にスポンサーになってもらっていただいて、例えば会社の商品の宣伝とか、

求人の案内とか、そういうこともできるんじゃないかと私は考えます。駅前にそういうスクリーンがあると

ですね、やはりあそこには人が集まりますので、そういったものを見て例えば芝生のとこに置いとくと芝生

にそういったくつろげるところをつくってやると、もともとあそこは駐車場じゃないと思うんで、そういう

ところに集まっていろんな情報が聞けるし、見れるっていうことで、いろんな考え方ができると思うんでそ

のスクリーンを付ければいいんじゃないかと私は思うんですけど町長の考えをお聞きします。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  確かにスクリーンがあってそこでいろんな映像が見れると町民に情報発信になりま

すし情報の共有化につながっていくと思います。今現在あるところも、交差点のところですので、車が運転

中に見なきゃいけない。なかなか瞬間的に通ると、動態視力がよくないとなかなか読み取れない部分もあり

ますし、または脇見運転にもつながっていきますので、交通安全の面からも、やはり検討する必要はあると

思います。今の駅前でっていう御提案をいただいてますが、駅前についてはあさぎり町駅前再開発基本構想

でＡコープ、それから商工業の関係の施設を整備してはどうかという基本構想が今検討されていますけれど

も、それとあわせまして、今言われました駅前の芝のところの広場、ここは駐車場じゃないと私も理解して

ますけれども、そこからサンロードにかけて、今商工会が駐車場として借りてくれていますけれども、あそ

こまでの方向について、ここも私は整備計画を今進めているところです。まだ始めようとしているところで

すけれども、その中でそのスクリーンの場所がですね適当な場所があって、そこで十分に町民に情報発信で

きるということがいろいろ検討する中で確認できるならば、そういう場所、またそういう施設を設置しても

多いんではないかとは考えます。 

◎議長（徳永 正道君）  岩本議員。 

○議員（１番 岩本 恭典君）  ぜひ、町長それを導入していただいて、やはり先ほど言った設置費用とかそ

ういうものをですねお金がかかることに関しては、スポンサーを募って、そういう維持管理をメンテナンス

の経費をそれぞれ見るというようなことも考えられると思いますんで、ぜひこれは導入していただいたほう

が、私はよく議員の方々と話すんですけど、また町民の方々と話した場合にそういうのはあるといいねと。

例えば学校の行事なんか映っていると、南稜生なんかそこに、駅のとこにみんな集まってますよね。座って

いろんなことを話している。だけどあの生徒たちが芝生のほうにきてそういう馬術大会なり文化祭なんか見

れると、あそこにやっぱりみんな人たちが集まってくると思うんですよね。例えば、議会の中継を行ってい

るとあそこに座るする所を設けると、あそこに座ってこういうことは話しているのかとっていうのが、議員

さんの発言とかそういうのが見れると思うんで、いろんなことで活用できると思いますんで、確かに何遍も

言うように、幾らかかるのかとというものを試算していただいてですね、ぜひこれは付ける方向性でなるべ

く早く検討していただけないかと思いますので最後の質問ですけど町長にお願いして終わりたいと思います



- 73 - 

けど。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  先ほども申しましたとおりですね、駅前のにぎわい、それから町民の皆さんの情報

共有していく上で、一つの選択肢として考えたいと思います。初日の難波議員からの質問の中ではケーブル

テレビの話もありました。そういう情報の伝達の方法もあるわけですのでどちらがいいか、そういう選択の

中でそういう議論も私は必要ではないかと考えてます。前向きに考えていきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  これで１番、岩本恭典議員の一般質問を終わります。ここで休憩をいたします。午

後は１時３０分からでございます。 

 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時３０分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。次に、１２番、小見田和行議員の一般質

問です。小見田議員。 

○議員（小見田 和行君）  １２番、小見田でございます。通告に従いまして一般質問をさせていただきたい

と思っております。まずは農業水路と農地の維持管理について伺いたいと思っております。まず先刻中村医

師のですねアフガニスタンでの殺害が報じられておりまして、本日が告別式が福岡市で行われることとなっ

ております。戦火の絶えないアフガンで民衆のため３０年以上にわたって人道支援に尽くしたその活動と生

涯に深く敬意と哀悼を表したいと思っております。中村医師は、アフガンにおいて飲料水の不足から、腸管

感染症が流行し、子供が次々に落命し、医療より先に水が必要だったということから用水路の建設を始めて

今は１万６,０００ヘクタールの、１万６,５００ヘクタールの農地を回復させたとあります。豊かな水がこ

の国に平和をもたらすという信念で、活動されたことに対して、銃撃されたことに関して非常に残念でなり

ませんが、やはりその心情はですね、私の今回の質問にも関係ありましたので紹介させていただきました。

農業でも最も重要なことは水の確保であります。安定的な取水は稲作農家の悲願であったことは、水争いの

歴史を学べばわかります。水路を張り巡らし豊かな実りを得て何百年も農村は営まれてきました。通路、水

路の開削、維持管理に神明を賭して尽くされてきた先人の徳に敬意を払い、今農業を生業とする私たち農家

も、中山間多面的機能支払い交付金等の事業で、用水路の草刈り、除草剤等の維持管理をさせていただいて

おります。先人の苦労とは比較にならないほどたやすい管理なのですが、農業者の高齢化に伴い、１人当た

りの管理する負担が増しております。農水省の調べるよりますと、１９５０年代後半から６０年代前半に比

べまして一戸あたりの負担率が約４倍、１９８５年と比べましても３倍になっております。将来も維持管理

に混乱を来すことは十分予想ができるわけでございまして、機会からの人材確保を受け入れる組織の法人化

は不可欠と考えております。集落営農組織の法人化も推進されてきておりますが、現況と見通しについてま

ず伺いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  農業の人手不足につきましては、農業にかかわらずすべての産業特に一次産業には

厳しいものがあります。家族経営にしても、農業法人にしても例外ではなく、深刻さを増している状況です。

即戦力となるような労働力を確保するために、関係機関が連携して取り組んでいくことが解決策を見出して

いかなければならないと考えております。現在の取り組みについて、特に法人化に向けての取り組みについ

ては、まず担当課より説明をいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 
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●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。法人化の設立ということでありましたけれども、平成２９年５月に

農業支援センターの業務として法人化検討委員会を立ち上げまして協議を進めてきたところであります。そ

の中で協議した中で、町を一本化するのでなく、各組織での法人化を進めたほうがまずは設立ができるんで

はないかということで進めてまいったところですけれども、地域間の差もあり、今法人化に対しまして差し

迫った状況ではないと考えられる農家の方々もおられるなど地域の将来像描くにも描けない状況にもありま

した。そうした中で数地区の農家の方々が法人化の研修などに参加されまして、地域の現状、また実態を確

認されてこられました。そしてそういった中でも、やはり法人化の難しさも認識をしたところであります。

しかしながら、法人化の設立に取り組まれる農家の方々の一部におきましては、法人化は必要だという気持

ちでおられまして、数名で設立を考えている地域もあるところがあります。まずはそうした組織の法人化の

設立に向けまして支援を行っていきたいというふうに現在のところは進めているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  各集落営農組織に対して法人化の働きかけをして幾らかのモデル地区を

設定しながら今までやってこられまして、なかなか立ち上がらなかった理由というのは何でしょうか。推進

するメリットは町としてはどういうことをお考えでおられますか、今の現時点の農政にかかってですね。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい、推進してきた理由といいますと、やはり今後高齢化もありまして、

ほかからの人材を導入できればということも考えたところであります。そういったところで地域の中に入り

ましていろいろ協議をしたところなんですけれども、メリットとしましては、現在も設立はできておりませ

んけど、メリットとしましては、そうした組織の方々でですね集まっていろいろな地域のいい所、悪い所と

か、いろいろ弱点とかですね、その辺の話が出てまいりまして、農家の方々また、家族の方々も参加いただ

いてですねいろいろな課題も出てきたということは非常にそれをするだけでも今後そういった法人化に向け

た考えが少しで前進したのではないかというふうに思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  多分法人化を個々の集落営農で推進する場合に当たってなかなか役員の

なり手はなかったんだろうということもありまして、要するに中心的な存在の人は担い手農家でかなりの大

規模的な農業している人たちが役員になっている関係で、なかなか短期間的には面倒みても、長期間にわた

っての集落営農の法人化のした場合のですね社長だったり役員だったりすることにかなり懸念があるがゆえ

に、これこの話は進まなかったのかなと我々思っているわけですよね。で、メリットとしては非常にいろん

な税制面とか制度面であることが分かっててもですね、やはりあの実務をやるときのその事務の煩雑さとか

常に現金を動かさないけんとかですねいろいろありますので、そこら辺でかなり障壁となってここ何年も動

かないんだろうと思うんですね。だからそれについての役場がですね人農地プランあたりで、その辺のとこ

ろの解消に向けての説明とかなさってきたわけでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。そういった地域の話し合いの中でですね、法人化のことにつきまし

ても、意見が出たこともあると思いますが、やはりそういったリーダーとなるような方々がですね、どうい

うふうに選ばれてっていうかですね、あの選出されるかというとやはりあのほかの研修先でもですねＪＡの

ＯＢさんとかです。町の退職された方々がそういった実務をやられてその地域を引っ張っていくというよう

なところが法人化も進められてきているような状況にあると私は考えております。そういった中で、農業支

援センターというのがありまして、まずすぐすぐではないんですけれども、そういった農業支援センターが

そういった実務的なところを受け持つとかですね、その辺を考えていくようなことも今後出てくるのではな
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いかというふうに思っているところであります。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  要するにこういう農地とか水路等維持管理に対して人が足りなくなる、

要するにマンパワーが不足する場合に外部から雇用したり、今回山添さんでしたね。地域おこし協力隊に来

ていただきまして、やはりこういうような外部からの若い人たちをですね入れるためには、法人化していろ

いろの雇用面の保障とかですね、いろいろなことは法人化しかできない部分がいっぱいありますので、やは

り人材を外部から入れるにはぜひ法人化が必要であるし、また、おっしゃったように都会には約３割の若手

が農村に帰農しようという意向があるならばですね、受け皿となる以上は早目に法人化を設立して、外部の

新しい風を入れるような努力をすべきと思うんですよね。で、やはり地元の中核農家担い手農家にその法人

化のお世話をしてくださいと言っても、やはり今も大規模な農家は個々の経営を法人化しようとする動きが

ありまして、なかなかその地域全体の法人の役員リーダーになるような考えがなかなかもう薄れてきたよう

な感じがありますので、やはりあのさっき課長おっしゃったように、うちの町には農業支援センターがござ

いましてですね、そこが今後変化していくとに、将来的にはそのような町長の１町で１法人というのはちょ

っとカリスマのあるような経営者でないとだめだとおっしゃったんですけど、どういうことを想定されてい

る法人なのかちょっと私も理解はできないんですけど、私たちが描いているのは私が描いているのは、２階

建て方式といいまして、集落営農が今５０あるか４０ぐらいかもしれませんけど、その上に法人格を持った

支援センターなら支援センターでもいいんですけど、それが法人化してその下に全部納めて傘下にといいま

すかそういうふうな形でやるとした集落営農も全部法人のメリットを享受できるような形になっていろいろ

な人材の確保にもですね有利になってくるかなと思ってるんですよね。だから、そこに対してやはり今に至

ってみるとやはり課長も言っていただきましたように、農業支援センターの今後のあり方をですねどのよう

に考えるかということで、そこら辺に期待を持っているわけなんですけど、町長はいかがお考えでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  農業支援センターに今度若い人が優秀な人が入ってくれました。非常に期待は皆さ

んと一緒だと思いますが、やはりこういう人を入れて、そして皆さん、農家さんの支援をしながら技術を習

得して、そしてそれを人達が労働力となって農家さんに勤める場合もあるでしょうし、あるいは自立して農

家さんになる場合もあると思いますですので、これからもですねそういう山添君につながる続くような人た

ちを地域おこし協力隊の中にまた募集をかけて、そしてまた詰めていきたいというふうに考えてます。先ほ

ど私の昨日の話の中で、私たちが考えている法人化と企業の法人と農業の法人とは多少ニュアンスが違うか

もしれません。ですので、そういうところはですね、今町で取り組んでますその法人化の地域での法人化、

そういうものも私は会議に出席したり、あるいは担当課のほうからいろいろ話を聞いて、農業の目指す法人

化というものも再度勉強してみたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  町長に伺いたかったのはですね、今ある我々はちょっと私も課長も多分

そういう想定を将来的な想定があるんですけど、農業支援センターの今の存在ですよね。これと集落営農の

法人とか農業全体の法人のメリットを生かしたまちづくりといいますか、そういうのにどのような貢献をす

るか、どのようにさせたいかというお考えをちょっと伺いたかったんですけど。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、すいません。そうですね農業支援センターは、やはりあさぎり町の中で先駆

的なことをやっていく。なかなか民間ではいきなりやれないようなリスクを負うようなところにですね、ま

ずやってみる。だから機械化をここでこれから新しい機械を導入するときに、支援センターの中で新しい機
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械を導入してやってみて、そしてそれを見て農家さんたちがこれは使えると思うのには活用していただくと。

あるいは担い手となる人たちを育成していく。そしてそれを農家さんたちにどのように役立たせていくか、

そういうやはり人を育て、そして担い手として農家さんたちの協力ができるようなそういう人づくり、そう

いうことで位置づけていけばと思ってます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  大体そういうことを我々も思うわけですけど、やはりあのさっき言いま

した集落営農といいますかそういう将来的な農業の集落に対するサポートをする法人としまして、私なりに

考えているのは上部のほうの２階部分にですけど、機械とオペレーターといいますか、そういう集積をしと

いて、農事組合法人が株式会社でようございますけどそういう中に営業の種目はいろいろ観光から農業、い

ろんなことを人材派遣までよろしいんでしょうけど登録は、その下の要するに今現在集落営農組織において

も、機械等はですね補助金等でかなり入ってますので、それを動かす人がいないんですね。マンパワーが足

りない。いずれ今は何とか無理にやってますけども、現場見てみますと本当中核農家の大きな農家が５月の

１番忙しいときにオペレーターに出ていくし、秋もそうなんですけど、それでかろうじて回っている機械が

結構あると思いますね。だからそこにその機械とオペレーターを集積した組織があって、それから人材を派

遣してそれを稼働してサポートしていく。いずれはそれが上部のほうにかなり加重がかかってくるんでしょ

うけど何十年か先のですね。現時点においてあと五、六年先には多分そういうことをやらないと、農機具が

ですね稼働しないような集落営農もかなり出てくると思いますんで農業支援センターのですね今後の構想を

ですね練っていく上には想定していただきたいと思うんですけど、課長、いかがですか。そういう考は。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。支援センターのほうとはよく話をしているところなんですけれども、

現在はまだ小人数というかですね、農業サポートとか支援とかですね、あと機械での畔または高畔の草刈り

とかそういったところを受けているような状況で、法人化関係のことになりますと、まずはその組織の設立

ということで、集落営農の組織の設立ですね、そういったところに重きを置いているというようなところな

んですけど、将来的に見ますと、やはり後々では、先ほど議員が言われたように、支援センターがバックア

ップするような組織となっていかなければならないのではないかというふうな考えを持っているところであ

ります。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  先ほどから申しますように要するにもう水路と農地の保全維持管理に関

しての人手は足らなくなって高齢者高齢化していくことで外部から人を入れるためにはそういう法人格がな

いとなかなか人も来ていただけないということで、今のようなお話だったわけですね。次はですね人はどう

してもその今以上に増えることはとても、今以上といいますか過去のように、今１９８５年ぐらいから比較

しますと約３倍ぐらいの負担をみんな受けしながらその水田とか水路全然減ってませんので、それを管理し

てるわけですけど、やはりかなり無理はっていうのは我々も現場でわかってですね、かなりの急傾斜があっ

たり、刈り払い機を背負っていくと非常に危険なところもやっぱりみんな努力してやってますけど、やはり

事故があってはもう遅いもんで、全国的にはこの多面的等で事故とか死亡がおきているのはもう報告があっ

ておりますけど、今後ますますそういう危険性をはらんだところのですね作業していかなければならないと

いう、その保全維持管理のためにですねそのためにやはりあのその水路とかのですね、やはりちょっと草刈

りがしやすいにようとか、もうどうせなら草が生えないようにとかいうそういう工事をですねやはりすべき

だろうと思うんですよね。そして効率が上がるような管理ができるような基盤の整備というのをやっていく

べきだと思うんですけど、もう前の構造改善といいますか、基盤整備してからも４０年ぐらいたってですね、
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非常にこれもそこにも書いておりますけど、脆弱で非常に危険なカ所、多分構造改善の時の設計ミスだろう

と言われるように、崖の上に立つと９０度ぐらいの法面だってあって、ちょっと写真、資料を上げてもらっ

てよございますかね。写真で皆さん届きましたですかね。これがですね我々の多面的機能支払い交付金事業

の管内にありまして、７月の大雨のときの崩落した法面でございます。この下の写真はですね、２番はこの

現場と違うんですけど、３番目を見ていただくところがこれらの修復した後でございまして、今作業員の方

が立っておられる下がコンクリート化して段差をつけて、上に張り芝をしたことで一応改修した現場の写真

でございます。こういうところって結構今回のですね豪雨等においては点々と見受けられることと思ってお

ります。で、もともとこの斜面が急な上にこういう土だけだけだもんですから、この路線に関してはもうこ

れで３カ所、３回こういうふうに法面の崩壊があっておりまして、やはりここの管理もですねもう下まで草

を刈られないような状況でありますんで、こういうところのですね改修にですねやはり今後行わないと、人

が足りない中においてのこういうのは、配水路の維持管理は非常に難しいものと思っております。２番の写

真もありますように、やはりあの今後あの暴走防草を含んだコンクリートかというようなこともやはり考え

ていかないと今までのような法面で、今までのように景観を維持するような維持管理は非常に難しいだろう

と思っております。いつもおっしゃっております国土強靱化の事業もですね今後行われるし、平成３１年度

の予算概算要求額に農業農村整備事業というのがございますよね。これが長寿命化が耐震、農業競争力強化

対策という項目メニューがございますけど、こういうものを持ってぼちぼちこういう危険カ所、脆弱な場所、

あたりの把握をするべきと思いますけどいかがでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、やはりあさぎり町内にその基盤整備でこういう場所ができて、こういうほん

とに草も刈るのも大変な危険が高い、しかもこういうふうな災害の危険性も高い。そういうところをやはり

１回調べてみる必要があると思います。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  担当課にお伺いしますけど、今年ですね、今年特に昨年もでしたけど、

いろいろ法面の崩落等、農業用水排水に関しまして確認されている箇所がございましたら、報告願いたいと

思います。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい、建設課です。農業用施設、法面とかですね畦畔用排水路のこういう崩壊

等につきましては、まず、農業振興課のほうに、多面的であったり、中山間であったり、そういうものの組

織から出てまいります。それらたについて建設課で対応すべき工事が上がってきましたら建設課でやってお

ります関係でですねそういう全体の崩壊等の活動をちょっと建設課ではちょっと把握できていない状況です。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。点検関係につきましては先ほど建設課長からも言われましたように、

農林振興課のほうでは多面的事業での点検、それと中山間関係でのやはり点検というで、農家の方々にまず

はそういった危険カ所とか報告いただいて、現在広域協定でいろいろ協議しているところでありますが、担

当課で直接確認をっていうことになりますと、もう農家の方々からいろいろ電話なりそういったところで連

絡があったときに現場の確認をするというところが実情であります。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  この写真を見ていただきました１番と３番の修復写真がございますけど、

これがですねこれが秋口しか本格的な改修はできませんでしたので、さしよりといいますか応急処置と最終

的には完成まで含めた予算がですね約１７０万ほどかかっております。私たちのエリアに入ってきます多面
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的の交付金のここ担い手によってはその長寿命化じゃない方でやりましたので、長寿命化でないほうの予算

が大体１年間に５００万です。そのうち終了しただけで１７０万ぐらいが消化するわけで、なかなかこの多

面的中山間でですねこういう脆弱だとか危険カ所とかの今後災害があった場合の報酬に関しては非常に予算

的に厳しい部分もあって、それを消化してしまうとあと溝さらえとか草刈りとかいうことに出す日当さえな

くなるような可能性があるもんですから、そこら辺について今後国県、国のいろんな情報みます時にはこの

日本型直接支払い制度の拡充といいますか、多分予算の拡充だろうと思うんですけど、やはりそうでない場

合はさっき申したような農業農村整備事業ですね、やはりそういうので取り組まれるようなことになろうと

思うんですけど、そこら辺の見通しはいかがなんでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい、農業農村整備事業につきましては、従来各農家の方からの要望を受けて

それが団体であったり、単独で団体ですね、団体であったり、事業によるものについて要請を要望を上げて

事業化してまいりました。で、このような危険カ所、またか高い土手とかですね、そういうところの対応の

事業があるかについては、現在の確認しておりませんが、そういうメニューがありますれば、各地域からの

そういう危険カ所の要望取りまとめて、団体なりで事業を申請することは可能かと思いますが、そのメニュ

ーがあるかどうかは確認しておりませんので、申し訳ございません。 

◎議長（徳永 正道君）  農林振興課長。 

●農林振興課長（甲斐 真也君）  はい。農林振興課のほうで担当しております多面的事業なんですけれども、

これにつきましてこの中に長寿命化という事業があります。これにつきましては、近年になりまして工事の

工事額が２００万までというようなことも話が出てきております。２００万までというのが理由がそういっ

た理由になったのがやはりその農業農村整備事業というのものに国のほうも予算を多くつけておりまして、

そういった事業がある中で、長寿命化の事業でいろいろ工事をするようなことがだんだん増えてきたという

ことで、国や県のほうもいろいろそういった上限を設けたのではないかというふうに考えております。そう

いった中で、多面的事業の長寿命化予算もですね、だいぶ減額されてきているような状況にありますので、

そういったところも見ながら、その農業農村整備事業のほうのですね取り組みも、以前数年前はそちらのほ

うへの事業が結構多かったものですから、そういったところの要望もしていかなければならないなというこ

とで考えているところです。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  さっき課長がおっしゃるようにですね、この農業農村整備事業でなけれ

ばやれないようなカ所が結構といいますか初め申しましたけれども、設計のミスではなかったろうかという

ように非常に両方から工区がですね迫ってきて集約された部分というのが、農地を確保するために配水量の

面積が少ないんですよね。高さ等一定の狭いが故にもうものすごい急斜面で、多分ここはもう、例えば１ス

パンはもう全部コンクリートか何かしないと、必ず枯れてくし、枯れなくても管理できないと。そこはもう

で管理してありません。やはりあの下まで行けない部分もう刈れないもんで、そのまま１年ぐらい放置しま

すけど、カズラが全部水路を覆ってしまうような状況になってしまっています。これはまだまだまだですね

６０代ぐらい３０代おられるところなんですけど今ですね、これがあと五、六年しますともうとてもじゃな

いけどそこには１年に１回も行けないような、もう下の水路見えないようなところも多分あると思います。

だからそういうところは、やはりこの農業農村整備事業対応あたりをですねやっぱり使ってでも、やはり設

計ミスだったらそれを補うようなことをしておかないと全体的にそう崩落することが非常に危険性があるん

で、そう何カ所かその散発的に水路あたりは、法面の崩落がもう起きてるのは事実でございますので、やっ

ぱそこら辺のとこはですねこちらの事業でもやっていただくように今後はもうさっき言いましたように、整
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備事業から４０年ぐらいたってですね、かなりそういう部分が弱くなっておりますので、ぜひとも多面的と

か中山間やれるような規模の事業ではないと思いますので、考えていただけないかと思うんですけどいかが

でしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、昨日も豊永議員からもいろんな申し出がありました。本当に大変な問題のカ

所が多数たくさんあると思います。ですので、こういう今御意見いただきました。本当に多面的事業とか中

山間地ではやれないそういう箇所をですねまず拾い上げて、そして整理して、そしてやれるところを抽出し

ながらですね、課題を少しずつ解決していくように前向きに努力していきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい、農業農村整備事業のメニューといいますか、該当する項目がありますか

どうかについてもまずは県のほうに照会をかけていきたいと思います。あわせまして、これは町の事業にな

りますけども住民協働事業がございます。これらも公共性の高い施設の整備ということになりますと該当す

るかなと思っております。また町単独の整備事業もございます。こちらのほうもやはり負担割合が高うござ

いますが、町の方でも事業が幾つかあるというところでお話をさせていただきたいと思います。以上でござ

います。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  では２番の質問に移らさせていただきます。未利用財産、これは建物は

ですね、公共施設等の総合管理計画が進行中でございますので、未利用の土地の活用に計画について伺いた

いと思っております。町村合併、中学校の統合に伴いまして、遊休化した運動場、解体された後の校舎の雑

草の繁茂が町周辺部のこれ廃れ感を助長しているように思います。こういう現象をですね見られた担当課、

町長も見ておられると思うんですけど、その辺の印象はいかがお持ちでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、中学校統合によって空き校舎、空きグラウンドが出てくる中で、その活用に

向けてはこれまでもいろんな取り組みがなされていると思います。でもそこからやはりその活用に漏れてい

るところ、そういう中ではさっき言われましたようにグランドに草が繁茂して、それがもう本当に廃れ感を

持ってくる。それに向けて草刈りも計画はされているようですけれども、やはりシルバー人材あたりの業務

が非常に忙しい。あるいは労働力不足でなかなか作業が追いつかないというような状況ではないかと思いま

す。そういうところもですね、今後よく検討していきたいと考えております。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  これ通告に直接関係のないっていえば関係のない。あると言えばと思う

んですけど、この廃れ感というか、合併する時にはですね均衡ある発展という大項目で合併をしました。１

６、７年たってみてですね全く違うなというふうな印象は我々持つわけで、この廃れ感、これが及ぼす町の

活性化に対する悪影響はどうお考えですか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、そういうふうなやっぱり悪い印象につながると思いますので、実はあの農業

支援センターとの協議の中でですね、要するに無人の無線で草を刈る機械とか、あるいは今トラクターでア

ーム式の草刈り機がありますが、そういうのにミニユンボでの草刈りの導入とか、要するにいろんな機械化

によって少ないマンパワーを補うようなそういう取り組みを行いながら、そういう草刈りの事業が計画が遅

れないように、リアルタイムに作業ができるような、そういう体制を整えていって、できるだけ景観がです

ね悪くならないように、そういうふうな方向で今検討しているところです。 
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◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  写真を出して、新聞ですね。届きましたでしょうか。これ熊日新聞に以

前ちょっと掲載された記事なんですけど、まさしくこのようなこれは球磨郡ではありません。波野というこ

とになっておりますけど、やはりあの商店が消えたとかですねいろいろこれはどこの合併町村もあり得るこ

とで、こういうことが載っておりまして、この廃れ感が及ぼすものとして、住民自治の衰退というのを上げ

ている、分析される学者もたくさんありますけど、その住民自治の衰退が及ぼす町に対する影響ということ

に関しては総務課長いかがお考えでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。今新聞見させていただいております。ここで廃れるという表現をされて

おります。これによります町への影響というもののでございますが、確かに合併に向けては均衡ある発展を

一体となった発展を目指した合併であったと思っております。それが、現在ではそういう事実も発生、周辺

部のという課題はあると認識しております。それによって町の行政等に与える影響というものは直接的には

私たちはまだ感じていない部分でございます。ですが、そういうふうに周辺部の状況によって町にに対する

思いというものが薄れてくるのはやはり懸念されるのではないかと私は感じているところです。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  まさしくこれはドイツとかでやっておられることで、住民自治の衰退を

防止するために合併のときに使いました地域審議会というものを設置して、旧校区ごとにその意見の集約す

るような審議会を設置して、本庁にといいますか、いろんな要望、要求じゃないですけどいろんなことに対

する町長の直属の機関として活動しているような事例があって、それがあるがゆえに周辺部のことも真剣に

考えていただけるということが伝わってのまちづくりが活性化に有効なものというふうになっておるようで

ございます。やはりそこ辺がですね、議員は周辺部にもおりますけど、なかなかその住民がの声を集約して

まとめてこう町に届けるということは非常にすべてにおいては無理だと思いますので、やはりそういうこと

もやはり考えるべきかとは思うんですけど、これは直接通告とはちょっと外れましたので、それはちょっと

頭の隅にでも置いてですねまた５日のときに正式に質問させていただきます。行財政改革のプランにおいて

はですね、そのあいてる遊休化した土地については売却処分の推進も唱えられております。現在ですね遊休

化している公有地は大体どれぐらいの面積が何カ所ぐらいございますか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、町有地、町が有する財産、農地の土地についての未利用率といいますか

についての問いでございますが、手持ちの資料がですね固定資産台帳、町が管理する固定資産台帳の中で、

町有地を使っている。また貸し付けているというものを差し引いたことによる算出でございますので、若干

正確性は各概数でございます。御了承いただいて答弁させていただきます。町が保有する土地につきまして

は、ヘクタール単位で申し上げますが４,０５１ヘクタールでございます。これは町の固定資産台帳から拾

っております。そのうち先ほど説明いたしました遊休、未利用の土地につきましてが１７８ヘクタールでご

ざいます。このことからその率につきましては４.４％が利用していない、できていないというものでござ

います。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  今の数字でちょっと確認ですけど、土地全体が４５１ヘクタールでとお

っしゃいましたか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  ということで遊休化しているのが１７８ヘクタールということで非常に、
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これいろんな原野ていいますかそういうのがあるからこういう面積になるのかなと思うんですけど、やはり

ここに対して今後その売却か公用どのように使うかっていう計画というのはたてられたことあるんですか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、まず先ほどの数値についての補足もさせていただきますが、議員おっし

ゃった通り、山林であったり、原野、がけ地も含まれております。もう使えないものも先ほど申し上げまし

た数値には入っているということで御理解ください。で、この未利用地につきましては、全体的にどのよう

にしていく。また処分していくとか利用していくというものを全体的に考えたことはございません。ただ個

別の案件につきまして、相談があった際等については現地等を確認して、その相談事案に該当するかどうか

個別に検討している状況でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  なかなか行財政改革プランに掲げてあるようになかなかこう売ろうとし

てもなかなか売れるような環境でない。当地でございますので、多分その辺は理解するんですけど、今です

ね災害がございますので、災害に向けた仮設住宅の用地だったり、いろんなそういうふうな土地として保全

すべきようなところもあろうかと思うんですけど、そういうこともまた計画はないわけでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、災害、大規模災害が起きた際の仮設住宅であったりについては、地域防

災計画の中で予定カ所というものは定めております。ですから、万が一そこを利用する際に向けての通常の

管理はやはり適切に行っていくという考えは思っているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  はい、私たちがちょっと見ますときに、民間がですねかなり広い土地、

農地を買い上げて、あと多分何かの用に供するために保全してあるんでしょうけど、全部砂利を入れてです

ね防草して、ちゃんと保全してございますので、やはり今後中心部特にですね、中心部で何かに使えるよう

な可能性がある土地に関しましてですねただあの草が出たときに、電話があって切ってくださいといえば切

るというやり方で今後もいかれるのか。それともやはりあのこれにも書いてありますけど、やはり合併する

ときの地域住民の協力と理解はそれに考えてくると思うんですね。だからそれをちゃんとそういう景観等を

ですね保全することは、やはりそれを地区に対する礼儀だと思うんですけど、それに向けた保全管理維持に

対する予算等のもう少し増額ということは考えられませんか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、現在のこのような土地につきましては、議員御指摘のとおり言われてと

いいますか、それから町が管理に動くという単発的な管理を現在行っております。どうしても延びた後に、

確認後対応していただくということで、シルバー人材センターの方々に委託をお願いすることになりますが、

やはりいきなり頼んでもなかなか対応できないと、これはもううちの都合で急いでくれということはできま

せんので、そういう対応になっているということは事実でございます。ですから、そういう後手後手に回っ

ている管理というものを改めることは必要であると感じておりまして、来年度の予算におきましては、単発

的な管理ではなくて、その期間を管理する委託を考えていきたい。そのためには委託料の増額はお願いした

いと考えているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  ということでなかなか売却という、その財産持ってても売れないという、

売却可能資産ではない土地がいっぱいあるわけですね。だから今後は財政的にもその辺のところに対して積

極的に売りに行くとか、でなければもう住宅を建てるのはいかがかと思うんですけど、分譲でもでして、や
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っぱりして、建設用地に売却できるならば売却していって、できるだけその管理をするような面積を減らし

ていくことは行革の原点でございますので、それについてはいかがでしょうか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。もちろん行財政改革プランに掲げてありますので、それを実行をする意

思はあります。 

◎議長（徳永 正道君）  小見田議員。 

○議員（１２番 小見田 和行君）  では中心部においてもですねそうした廃れ感が持たれないような管理を

していただくように一歩前進でですね、その年間で委託をして保全をしていただくということを伺いました

ので、今後ともですねそういうことで、地域住民に対してのそういう周辺部とか寂れ感とかっていうのをで

きるだけ払拭できるような町政をしていきたいと思いまして私の一般質問を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  これで１２番、小見田和行議員の一般質問を終わります。次に１３番、奥田公人議

員の一般質問です。 

○議員（１３番 奥田 公人君）  議長。 

◎議長（徳永 正道君）  奥田議員。 

○議員（１３番 奥田 公人君）  １３番奥田公人です。先般通告しておりました内容につきまして、ただい

まから一般質問を行います。今回は信号機の設置についてお尋ねいたします。地図の表示をお願いします。

この交差点は、令和元年１１月１９日午前７時３５分ごろ、あさぎり町岡原北の町道岡原多良木線と、町道

岡原免田線の交差する交差点で、上方面から来た軽乗用車が横断歩道を渡っていた岡原小学校の児童５人の

列に突っ込み、３人がはねられて重軽傷を負う事故が発生しました。この交差点は数年前に道路拡張がなさ

れ歩道の整備もこれは行われましたが、ＪＡ岡原給油所の改築によってＡＴＭが交差点近くに設置されされ

たため大変見通しが悪くなり、交通事故が心配されていました。この交差点は、岡原小学校、保育園児、児

童及びあさぎり中学校、高校生徒が利用する重要な通学路であり、安全に横断するには信号機の設置は不可

欠であると考えます。信号機の設置は警察署の管轄と聞いておりますが、町としての対応や手続はどのよう

な手段が必要かお尋ねいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  本当にあの１１月１９日、残念な事故が起きたわけで、本当に議員おっしゃるよう

に信号機があったならば本当に防げた事故ではないかと思います。信号機の設置についての手続等は、後ほ

ど担当課長のほうから説明させていただきますが、状況として非常に県の財政の中でこの信号機の設置の予

算が少ないということは聞いてます。ただ、先日政府の大型補正予算の説明会のときに、他の市町からやは

り信号機の数をふやしてほしいという声が上がりました。それで、何人もの方が挙手されてその要望されて、

そのときは熊本県も田嶋副知事が参加されてましたのでしっかりとその返事を聞いて帰っておられます。予

算がつきますといろんな要望もまた可能性が出てくると思いますので、そういう設置については私たちも子

供たちの安全上努力していきたいと思います。詳細については担当課長から説明します。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、では信号機の設置の流れといいますか、手続について答弁させていただ

きます。これは要望によって設置がされるという流れでございます。まず管轄する警察署に町民の方もしく

は町からの要望書を提出することになります。そして管轄の警察署が現地の確認等を行いまして県の公安委

員会に上申することになります。この上申の機会は年１回とされているものでございます。そして県公安委

員会で検討、現地確認等を行い、選定し設置がされるというものでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  奥田議員。 
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○議員（１３番 奥田 公人君）  町のほうからも申請ができる。また町民からも申請ができるということで

ございますけれども、例えば岡原小学校とか区長さんとかが申請していただく場合には効果があるのではな

いかと思いますけれども、その場合町執行部へ申請すべきなのか多良木署のほうに申請すべきなのか伺いた

いと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  どちらからでも直接要望書を提出することは可能と聞いております。 

◎議長（徳永 正道君）  奥田議員。 

○議員（１３番 奥田 公人君）  当然町道、どちらも町道でございますし、交差する場所でございますので、

町の管理管轄にあると思います。町のほうからも当然申請した場合には、町に申請した場合は多良木署の方

へも申告してもらいますか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、地域の住民の方々また学校から町に要望があり、それを受けて町から申

請要望書を出すということも考えられるところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  奥田議員。 

○議員（１３番 奥田 公人君）  続いて写真の表示をお願いしたいと思います。冒頭にも申しましたように、

この交差点は朝の通勤時間は特に交通量が多く、ＪＡ岡原給油所のＡＴＭにより町道岡原免田線の免田方面

から町道岡原多良木線の多良木方面を目した場合、写真４ですけれども、町道岡原多良木線の多良木方面か

ら町道岡原免田線の免田方面を目した場合の写真２の場合ですけども、大変見通しが悪くですね信号機の設

置が必要と思われますので、改めて信号機の設置を提案いたします。町長はこの件についてどのようなお考

えをお持ちなのかお尋ねしたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、やはりこの要望は岡原小学校校区の皆さんの願いと思いますので、そういう

ふうな署名活動とかですね、そういうのがあればより効果的になるんではないかなと思います。また手続上

必要であれば行政のほうから警察署のほうに設置の要望を提出していきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  奥田議員。 

○議員（１３番 奥田 公人君）  ぜひ、町のほうからも御協力をお願いしたいと思いますけれども、通学路

に関する場所でもございますので、教育長のお考えもお伺いしたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  教育長。 

●教育長（米良 隆夫君）  はい、本当にここはですね、私もよく週に２日３日ほど朝巡回パトロールしてお

りますが、非常に交通量が多くて、そしてこの交差点を利用して学校に行く子供が多ございますので、やは

りこう子供の安全等を考えた場合には信号機の設置というのは大変重要なことのというふうに私も思ってお

ります。以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  奥田議員。 

○議員（１３番 奥田 公人君）  信号機の必要というのは御理解いただければと思いますけれども、１日も

早くですね信号機の設置が実現できるように町当局の御支援もお願いしたいと思います。次にあさぎり町内

の通学路等において信号機の設置が要望されているカ所は他にはないのか伺いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい現時点で要望があっておるカ所はございません。ただ１カ所につきまして

は、点滅の信号をどうにか改善できないかという要望といいますか申し出はあっております。 

◎議長（徳永 正道君）  奥田議員。 
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○議員（１３番 奥田 公人君）  さきの一般質問で吉井神殿原線ですかね。あそこの県道と交差していると

ころの点滅の交差点を改良のなんか要望が上がっていたと思いますけれども、それは警察のほうには申請を

していただいているのかお聞きしたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、先ほど追加で申し上げたものがそのカ所でございまして、これにつきま

しては正式な要望はまだ行っておりません。現状の報告であったり状況の確認、いろんな協議を警察等は行

っている状況です。 

◎議長（徳永 正道君）  奥田議員。 

○議員（１３番 奥田 公人君）  要望が上がっていなくてもですね、まだほかにもいろんな危険な場所があ

ると思いますので、その点は十分教育委員会、あるいは総務課等で調査していただいてですね警察のほうと

も協議していただければと思います。安全な通学路を確保するために率先して必要なカ所には信号機の設置

を改めて提案いたしたいと思います。短い時間でしたが、以上で質問を終わります。 

◎議長（徳永 正道君）  これで１３番奥田公人議員の一般質問を終わります。ここで１０分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午後２時３０分 

再開 午後２時４１分 

 

◎議長（徳永 正道君）  休憩前に引き続き会議を再開いたします。次に、１４番、溝口峰男議員の一般質問

です。溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、１４番溝口でございます。本日最後の一般質問となりました。通告

しております内容は行財政改革についてであります。まず電子入札の導入についてございます。令和元年度

の公共工事の発注予定は上半期下半期に分けて、ホームページに掲載されているのを見ますと、工事が７２

本業務委託が２９本余りあります。現在の入札は庁舎に指名された業者が参集し職員の立ち会いの中で行わ

れておりますが、ここに係る職員や業者の費やする時間、あるいは費用は相当なものであるというふうに私

は思います。私はこのような入札のあり方を見直す必要があるのではないかと考えております。電子入札の

流れは、ＩＣＴ化推進の位置づけとして国土交通省の地方展開アクションプログラムにおいて進められてお

ります。電子入札の導入の効果は業務の効率化、透明性、公平性の向上、不正行為の防止及び応札者の利便

性の向上等が挙げられますが、あさぎり町において電子入札を導入する考えはないのか、お伺いしたいと思

います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  公共事業の電子入札導入につきましては、今現在県のほうからの指導もあり検討し

ているところでございます。詳細、今の経過報告については担当課長よりさせますのでよろしくお願いしま

す。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、電子入札の導入につきましては、今ありましたとおり、県が一斉にシス

テムを構築しましてそれに参加するという体制をとっているところでございます。で、県でシステム部会を

立ち上げまして、それにはあさぎり町も加入しております。今後あさぎり町といたしましても導入をすると

いう方向で現在検討を行っているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 
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○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい。導入する計画であるということでありますが、時期等のですね導入

の時期等が計画の段階であればですねお知らせいただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  先ほど県のシステムということで申し上げましたので、現在そのシステムの運

用状況についても答弁させていただきます。現在熊本県４５市町村のうち１９の市町がそのシステムに加入

しておるところでございます。新たに本年度から加入する団体もございまして、半分弱の自治体が加入して

いるものでございます。あさぎり町といたしましても、先ほど議員おっしゃった通りのメリット効果が図ら

れる観点から、検討を踏まえて速やかに導入する方向で考えてまいりました。しかしながら、現在の県のシ

ステムの更新時期を近く迎えることになります。その更新の前に加入した場合にはいろんなやはり調整等が

発生いたします。県の新しいシステムへの更新が令和３年１０月と予定されておりますので、その時点での

導入で現在検討を進めているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、令和３年の１０月、わかりました。これの導入するに当たりまして

のですね、業者の方の負担、経費が伴うのかどうかということなんですけれども、その辺はおわかりになり

ますか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  電子入札ですので当然パソコン等の使用は必要となります。既に県の入札であ

ったり、電子入札を運用している自治体の入札にはパソコン等によって参加をされておられると思いますの

で、そういった場合にはそれは兼用できるものと思っております。また、認識するためのＩＣカードであっ

たり、カードリーダー等も必要になってくると考えております。金額等については手持ちの資料がございま

せんので以上、答弁いたします。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  今県はですねほとんどやってるんで大きな企業はそういう準備はしておら

れると思いますが、小さいところはパソコンがないところというのはないんじゃないかと思うんですが、そ

の辺もわかりませんね。そのように業者さんの負担金に伴うものが出てきた場合、商工業の関係で補助金の

制度がつくられてますけれども、適用になりますかね。そのあたりについては。 

◎議長（徳永 正道君）  商工観光課長。 

●商工観光課長（北口 俊朗君）  はい、そのための例えばパソコンの購入であったり、そういったものに関

しては対応すると。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  わかりました。いずれかの時期にですね、指名されて申請をされてる業者

さんあたりについては、こういう時期にも電子入札の方向に変わりますというようなお知らせやったり、あ

るいは今商工観光長課長がおっしゃられたようにそれに対する部分についてはそういった補助対象でしっか

りとフォローしていきますというようなこともしっかり業者さんあたりには御指導いただければと思います

けど、よろしいでしょうかね。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  この電子入札システムの導入に当たりましては、やはりそれにかかわっていた

だく業者の皆様方の理解も当然必要になってまいります。で、システムの更改更新につきまして若干時期を

先送りした事情がございますが、昨年度からこの導入に向けていろんな意見交換をさせていただいておりま

す。アンケートにより各企業の皆さん、業者の皆さんからの御意見も承っております。今後、また県との打
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ち合わせ協議等も行いながら、この時期には、その時期をめどに移行するというものは早目にお知らせして

いきたいと考えているところです。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  導入することによりましてのですね、やはり効率化は当然出てくるわけで

ありますが、先ほど冒頭から申し上げておりますように、相当な時間と費用を費やする業務でありますが、

これが電子入札等になった場合、町としての効果、財政効果というものはどれくらい見ておられますですか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  財政効果ということでご質問を受けておりました。しかしながら、金額的な効

果額をはじくことはできておりません。しかしながら、議員冒頭におっしゃいましたこの電子入札の最大の

効果となりますやはり人件費、職員がかかわる時間を相当に短縮できます。現在入札に際しましても、執行

をするもの、また事務担当、またそのときに発注する所管課の職員、多い場合には１０数人の職員に対応す

ることになります。１回の入札が１時間ほど要しておりまして、昨年度は２０回の入札会を行っておりまし

た。ですから、今回今後システムを導入した場合には、約１時間２０回の１０数名の職員のその業務に当た

る時間のコスト削減は確実に見込まれるところでございます。また、これも財政的な効果ではございません

が、応札していただく方のやはり交通費であったり、そこに来ていただく時間等についても、大きなこの導

入する際のメリットと考えているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、そういうことに３年の１０月ですね。はい、しっかりと導入ができ

て、新しいシステムの中で入札が行われることを願っております。そこで昨年度の入札の結果から見まして

ですね、予定価格の９０％内の落札率これの件数及び最低制限価格に近い落札率及び件数その結果というの

が出ると思うんですけれども、その結果を見ての町長の所見を伺いたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、予定価格を一応お示しして入札の案内があるわけですけども、やはり業者さ

んも経験則にのっとって、またいろいろ積算システムを駆使しながら順当な予定価格を出されていると思い

ます。また仕入れるものも今もうほんとに明確に単価が出てますので、その点これまでと違ってほんとにい

ろんな数字がはっきりわかってる中での入札応札のための予定価格を積算されると思いますので、やはりそ

の辺は予定価格あるいは最低価格に近いものになっているのではないかなと。ある程度業者さんの企業努力

の成果もあるんではないかなと私は見ております。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。昨年度の入札結果につきまして、昨年度指名競争入札を執行した件数は

９７件でございました。そのうち９０％を下回る落札につきましては１３件でございます。また一方、最低

制限価格とのそれに近い落札率件数につきましては、どの率をもって近いって言っていいのかなかなか判断

がつきませんでした。額につきましては、やはり相当最低制限価格に近いものがあったという結果でござい

ます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  私もずっと落札の状況は見させていただいておりますが、極端にですね、

ほんとに最低制限価格に近いものも時々見受けられました。それが企業努力だと言えば、なら予定価格に近

いところは企業努力してないのかっていうようなことにもなりますんでね、その辺は非常に難しいお言葉だ

と思っております。それはそれとしてですね、要は法に基づき設置されている入札監視委員会の役割と第８

条における意見とについてあればですねお知らせいただきたいんですが。 
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◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。入札監視委員会につきましては、条例によって設置している委員会でご

ざいます。まず、その役割につきましては、所掌事務といたしまして本町が発注する公共工事の入札及び契

約手続の運用状況について、これは町長から報告を受けた場合に審議を行う諮問に対しての審議でございま

す。報告に対しての審議でございます。次に、町が発注する公共工事のうち、委員会が抽出した入札及び契

約に関し、参加資格の設定の理由と経緯、指名競争入札に係る指名の理由と経緯、随意契約に係る締結経緯

等について審議を行うこととされております。また、入札及び契約手続に係る不正行為の対応等について報

告を受けた場合に審議を行うこと。さらに苦情に対しての処理を行うことが所掌事務となっております。第

８条で今申し上げました事務に対しまして審議した結果、不適切な点または改善すべき点があったと、ある

と認めたときには、意見の具申または勧告を町長に行うという規定でございますが、この８条に基づく意見

の具申勧告につきましては行われておりません。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  今年の１０月１日に指名監視委員会が開催されております。随契の第５６

号までですね、何項目かにわたって調査がなされておるようでございますが、２点だけお伺いしますが、業

者選定に当たりましての公平公正な指名が行われたのかどうかということ。それとあわせてもう１点。これ

まで一括丸投げといいますかね下請で出された業者さんも、過去何回もあっておりますが、こういったこと

に対しての監視委員会の調査というのは行われたことがありますか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。指名の業者選定についての適切かどうかというものは、この抽出した案

件につきまして、やはり選定の理由等々は審査の中で問われることになります。それと、一括下請禁止され

ている事項についての過去ここ数年でそれに特化というかそういう観点からの審査があったとは聞いており

ませんが、審査の中では、その担当者、所管課における担当課、担当者を招集して招聘していろんな聞き取

りを工事が終了するまでの聞き取りも行っておりますので、そこの一括下請についての視点について視点を

もっての審査もされていると考えているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  今日ですね、今申し上げたように一括丸投げを下請にさせる。これはして

はならんことでありますが、過去あっておりましたが、現在はそういう状況というのは把握はされてません

か。あってませんか。 

◎議長（徳永 正道君）  建設課長。 

●建設課長（大藪 哲夫君）  はい、私が昨年度から建設課に課長に配置されておりますが、私が知る範囲で

は一括下請の事実はないと思っております。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、しっかりそのあたりは書類等が上がってきますからですねチェック

をしていただいて、当然担当の方は現地に出向いての進捗状況とは常に見られるというふうに私は思います。

しっかりとそういう違法なですね方法での仕事が下請がないように、指導はそのときはですねして目を光ら

せていただきたいというふうに思うわけであります。そこでお伺いしますが、予定価格の事前公表のメリッ

トとデメリットが出てくるわけですが、そこについてお知らせいただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  あさぎり町につきましては予定価格は公表、事前公表を行っているものでござ

います。これにつきましては、やはり公表をする際に、する目的といたしまして、やはり公表しない場合に
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は担当を職員等へのやはりいろんな確認等があると事前にあるということも考えられます。それと、国のほ

うにおきましても、この公表についてはいろんな通知の中では課題等をあった場合には公表を差し控えるこ

ととありますが禁止されていることではありません。メリットといたしましては、やはり職員への関与がも

うすべて除かれるということが考えられるものでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、メリットは今は確かに言われましたが、デメリットも当然出てくる

わけですね。デメリットについては、これは公共工事の入札及び契約の適正化に関する推進について、これ

は総務大臣国土交通大臣連名で通知が出てる文書の中にあるわけですが、デメリットについては、談合が一

層容易に行われる可能性があること。また積算能力が不十分な事業者でも事前公表された予定価格を参考に

して受注する事態が生じるというようなデメリットの部分もあります。今言われたように、予定価格を事前

公表してはならないということではないわけですね。それも確かに今デメリットが言われたようなことが出

てきますが、以前はあさぎり町も予定価格公表はしておりませんでしたですね。何で事前公表するようにな

ったかというと、今言われるように職員のところに業者さんが常に来ておられた。今はカウンターがあって

そこから入ってはいけませんっていう仕組みになりましたけれども、それまではそういうあれがなかったも

んですからもう担当課の課長の隣の業者さんがおるといつも座っておられた経緯が私たちは見ておりました。

そういったことがあったんで、事前公表に切りかえた。やっぱり職員との癒着の問題の心配が出てきたから

ですよね。ですから今なったわけですが、今後は電子入札等になっていきますとですねやはりもう企業努力

はもう当然私はしていかないかんと思うんですね。やっぱり予定価格が当然もうあれば、積算をせんでもも

う数字が見えてるわけですから、入札には何も努力もせんで、札が入れられるわけですよ。ほんとにそうい

うのでいいのかな私は思うんですね。もっともっとやっぱり企業であれば、やっぱそういった積算能力等も

つけて、してやっぱり努力をして仕事をしていく。というのが私は本来の企業のあり方ではないのかなとい

うふうな思いがあります。当然、予定価格を公表していないところも現実にあるわけですので、そのあたり

は今のところその功罪が出てないんで、見直すという話ではないんですけれども、そのあたりは町長はどの

ようなお考えですか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  私は今の７カ月ちょっとですけども、今のところはその予定価格を出すことはそう

悪いことじゃないし、議員言われるようにですね、予定価格に近い数字を出せばいいっていう確かにそれは

そうだと思いますけど、でもやはり業者さんも必ずやっぱり今私も拝見してると皆さんそれぞれに積算して、

少しでもやはりいい仕事をやすくするということで努力しておられると思いますので、予定価格の公表はこ

のまま続けたいと考えております。はい。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、私は予定価格の撤廃はせろって言ってるわけじゃありませんので、

それはそれなりにやっていただいて結構です。目的は適正な価格でやはり積算したしっかりとした企業の皆

さん方にも儲けてもらわにゃいかんわけですから、損してまでそんなに低い金額でとらせることがいいとい

うふうには私は思いません。企業さんに儲かってもらって１人で雇用をしてもらってそして税金を納めてい

ただくというのが私は経済、あさぎり町のためにはなるんだろうというふうに思います。そういう意味から

してもですね、その撤廃をするという話ではなくて、やっぱり企業は企業の努力をしていただきながら、町

は町で今さっきから言ってるように、経費の削減については電子入札をしながら職員の負担を軽くしていく

といういう努力を精一杯今後やっていただければ私はいいというふうに思います。次の質問に入っていきま

すが、行政区と公民分館の事業及び町の役割処遇について伺います。私が作成した資料をちょっと見ていた
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だきたいと思います。はい、お手元にきたと思いますが、これにつきまして、行政区、公民分館というふう

に分けて記載をいたしました。この中身について私は時間がもったいないんで、行政区と教育委員会のほう

で説明をいただきながら、もし間違ってる部分があれば修正いただければというふうに思います。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  では御用意いただいた資料につきまして行政区の担当総務課でございますので

今確認させていただいております。記載してあります通り、設置根拠はあさぎり町区設置規則でございます。

目的につきましては、町行政の円滑な運営のため、その中で役職としまして区長を規定しております。５２

行政区です。職務につきましても、この４点につきまして定めているものでございます。事業及びその出席

していただきます行事につきましても、ここに書いてあるとおりでございます。この他いろいろやはり区長

さんは行事等にも全体ではなく個別にも参加していただいているものでございます。任期につきましては、

町で定める任期を２年ここに記載のとおりでございます。報酬につきましても、これは担当課の担当のほう

から書いたものだと思っております。区の手当につきましては、これもうちの担当課のほうからも報告受け

ておりますが、一つだけ御注意いただきたいのが、区運営助成金を出す際に、区の行政区の決算資料等を添

付していただきます。その中で報酬が払われている否かというものを確認したものでございまして、ここに

つきましては、すべて正確に記載したとはなかなか言いがたい部分もあるということを御了承ください。以

上です。 

◎議長（徳永 正道君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、公民分館の内容につきましても確認をさせていただきましたけれども、

ここに記載をされている部分で間違いないと思っております。ただあの行事につきましては、それぞれの文

化によりまして内容がそれぞれあるかと思っております。また、報酬額についてでございますが、確か現在

３万８,５００円だったかというふうに記憶しているところでございます。以上でございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、分館長の報酬について、はい。はいのう１回こちらで確認します。

公民分館長それから区長の役割分担というのは、毎年の分館長会議の総会で教育委員会から出されますです

ね、この中に文言でこうずらーと書いてあるのをここにまとめたわけでありますが、こうやってみたときに

ですね、考えていかなきゃならないのは、やっぱりほんとに今行政区区長さんと公民分館長というのは一緒

になっているところが３３行政区あります。ほかはもう免田はほとんどこう、免田地区は分けられてしっか

りとあります。しかし今上地区もそうですけれども、分館長を分けて区長と分館長を分けていくところが増

えてきました。町長も当然区長されておられましたので、そのときに分館長を新たにつくられたと思います。

参考までですけれども、なぜそういうふうになされたのか、その辺を参考までにお伺いできればと思うんで

すけれども。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、分館の仕事をまず明確にしたかったというのも一つありますし、どちらかと

いうと分館長は副区長的な何か立場になっているところがありました。あるところもあります。私の地区は、

区長が分館長も勤めてたわけですけれども、副区長をつくるという意味じゃなくて、やはり地区の活性化、

このためには、やはりあの副分館、すいません、公民分館長をつくるべきと思って別にしました。それから、

やはりそれなりにやはり報酬もちゃんとつくるべきと思いまして、区の区長手当を半分副分館長に予算で分

けてやっております。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  今後の区長会あるいは分館長会議においては、新任の方は当然１年で交代
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されるところが深田にもありましたが、ほとんど２年です。やっぱり新任の方は、区長の役割と公民分館長

の役割というのが明確にわかってないとわかってないというか理解できないというかそういうところがあり

ましてですね、何をすればいいのかわからん、新任の方は言われます。ですからやっぱりあのこういうふう

にわかりやすく分館長はこういう仕事をしていただきたい、こういうっていうか、これはあくまでも例です

から、こういうことがあります。区長さんはこういう仕事をこれは行政府のほうからの委嘱でありますから、

行政府の仕事をしていただきたい。ただ今の分館長さんがですね、教育委員会の委嘱でありますけれども、

行政の仕事もしてるんですよね、福祉関係、社会教育委員、もとい社会福祉協議会の仕事もしております。

非常に責任の重いわけでありまして、ここにもあるように、ここの分館長会議の資料にありますように、地

域のリーダーだと。そういう役割で仕事をしてくださいって書いてあります。だから非常に責任の重い役職

であります。今後は区長のなり手よりは分館長のなり手のほうが少ないのではないかな、こういう明確化は

してしまえばってその辺心配いたしておりますが、ところでですね、今回条例で規則等で役職がしっかりこ

ういう明確に上げられておりますが、会計年度任用制度になったときにですね、職務とか処遇そういったも

のについてはどのように変わっていきますですか。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい。まず、来年４月から施行いたします会計年度任用職員につきましては、

地方公務員法及び地方自治法の改正に基づくものでございます。やはり現行の非常勤職員について全国的に

やはり職員数も増えてまいっております。ですがその任用のあり方がやはり統一的ではないという課題から

今回の法の改正になったところでございます。あわせて、会計年度任用職員の制度化に伴いまして、地方公

務員法に定めます特別職の非常勤職員の取り扱いについても厳格化されたところでございます。区長及び分

館長につきましても、現行では特別職の非常勤公務員と位置づけられておりましたが、今回の厳格化、内容

の見直しにより、身分につきましては、その非常勤の特別職ではなく、業務委託で業務を所掌する業務を担

っていただくという方向に変わるものでございます。ただ、職務内容につきましては、現行、先ほど並立し

ていただいております資料のとおり、今既に担っていただいておる業務を引き続き同様に行っていただくと

いうふうに考えているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、わかりました。ここに業務委託の契約を結ぶということになるわけ

ですよね。今、敬老会の契約を結ぶんですけれどもあれと同じような形でやっていくという話になりますで

すよね。ところで任期については、２年というふうになっておりますけれども、分館長の任期というのはこ

れはどこにも定められていないんですけれども、これはどのように委嘱は１年、ですかね。どのような根拠

で今されてるんですかね。 

◎議長（徳永 正道君）  教育長。 

●教育長（米良 隆夫君）  はい、あさぎり町公民館条例施行規則というものがございますが、その中で、分

館に分館長をおくというのが文言がございますが、任期については各地区の状況に応じて任せてあるという

のが現状でありまして、１年２年３年の方もおられるし、４年の方もおられるというふうに聞いております。

以上です。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  それが今後業務委託をするわけでありますが、その中では任期は入れない

で、そういう契約を結ぶことができるんですか。今後は。 

◎議長（徳永 正道君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、その辺につきましてはちょっと私どもも勉強不足でございました。業務
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委託の期間については、１年あるいは２年になるかと思いますけれども、その辺についてはまた総務課と協

議をさせていただきたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、公民分館長についての質疑でございますが、これは区長におきましても

同じ状況でございます。任期は２年というふうに定めておりますが、議員も御承知のとおり、区長に際しま

しては、その行政区で決定された方をもって委嘱するという規則になっております。ということで、その行

政区の中で１年で交代される方、２年が任期の方、または任期を再度繰り返す方、いろんなやはりケースが

ありますので、町といたしましては、行政区における区長は任期を２年としておりますが、今回業務委託に

移行するに当たっては、１年４月から３月までの業務委託契約になるというふうに現在では考えているとこ

ろでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はいわかりました。現在、非常勤の特別職でありましたから制約がありま

したね。いろんな選挙運動していかないとか、いろんな制約があってきましたが、今後はその業務委託とな

った場合は、そういう制約とういうものはなくなってくるわけですか。そのあたりは。 

◎議長（徳永 正道君）  総務課長。 

●総務課長（土肥 克也君）  はい、おっしゃいますとおり、現在非常勤の特別職地方公務員でございますの

で、公職選挙法によりまして地位利用による選挙運動はできないというものはもう定められております。で

すから選挙にに際しましては、そこ法的な根拠につきましては、毎回説明を申し上げまして、それを徹底し

ていただいたいただいていたところでございます。しかしながら、今回特別職公務員という身分ではなくな

りますので、公職選挙法における制限は法的にはなくなるということで間違いございません。しかしながら、

やはり行政として委託をする方が、やはりどのように影響がやはり影響は大きく持っていらっしゃるという

のは今後も同じだと考えておりますので、法的には現在とは変わることになりますが、やはり区長会という

組織もございます。その中で意見を出し合っていただいて確認していただくことも必要なのかなと考えてい

るところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい。わかりました。公民館運営審議会が第１８条で設置をすることにな

っておりますが、どのような方が委員になっておられるのか、また公民分館事業に対してですね、これだけ

の多くの分館事業に対してどのような意見が今日まで上がっているのかお伺いしたいと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、公民館運営審議会の委員の皆様ですけれども、今現在は社会教育委員さ

んに兼務をしていただいているところでございます。社会教育委員会及び公民館運営審議会の会議の中で、

さまざまな生涯学習関係、また公民館事業等についての審議をしていただいてるところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  先ほど質問しましたが、そういった中での公民分館事業に対する意見等々

については、何も何ら意見が出ないということでございますか。 

◎議長（徳永 正道君）  教育課長。 

●教育課長（木下 尚宏君）  はい、公民分館事業につきましてはいろんな体育行事、それから成人式等の事

業関係につきましては、教育委員会でも説明または意見はもらっているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、できることならですね公民分館長会議等々でそういった委員会委員
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の皆さんがたの意見等があればお知らせいただいて、よりよい分館事業ができるようにしていただければま

して分館長さんも仕事がやりやすいと思いますので、その辺のサポートはよろしくお願い申し上げたいと思

います。それでは行政区におけるですね、事業のほとんどはもう分館事業として捉えることができるわけで

ありますが、先ほど申し上げたように、社協の仕事も生活福祉課であったり、高齢福祉課であったり、そう

いった仕事も分館の中に入ってきております。分館の役割というのは非常に大きなものが今後も比重が大き

くなるというふうに思いますが、この職務表を見てですねそしてずっと下に下っていただくと報酬が書いて

ありますが、その辺を見たときに、どのようにお感じをお持ちかなと。その辺を町長と教育長にお伺いした

いんですが。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、報酬等についてはですねこれもう非常に難しいデリケートな問題だと思いま

す。先ほど申しましたように、今のところ公民分館長は副区長というようなみんな意味合いで理解されてま

すから、先で今度は区長になって区長手当が出ることができるようになるというところで、こういうふうな

金額でも今のところ皆さん納得いただいてるんじゃないかなというふうに考えているところです。 

◎議長（徳永 正道君）  教育長。 

●教育長（米良 隆夫君）  はい、先ほどから公民分館のさまざまな行事等を見させていただいておりますが、

やはりあさぎり町全体の健康で明るく心豊かな生活を営むための基盤づくりということで、いろんな行事に

企画参加してもらっておることに対しまして敬意を私はもう表しております。本当にこう大変というふうに

思っております。しかし、私たちもいろんな面から支援をしていきたいというふうに思っております。今後

ともよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  町長の言われるように副町長、すいません、副区長として役割分担してお

られるところと、全くそうでないところもあります。確かに副区長として次の区長にということであるなら

ば、もうそういう意識付けで当初からなるわけでありますが、そうでないところはたくさんあって、これだ

け職務分担をしっかりこう決めていったときに、いや大変だな。ただ考えてみますと、分館長さんが別であ

っても区から手当を出してないところもあるわけですよね。そのあたりはやっぱり区民全体でこの辺は考え

てあげないと非常にしわ寄せがいくようであれば、これはもうなり手もなくなってくる可能性がありますん

で、その辺は確かにデリケートでありますけれども、どっかにやはり議論をしなければならない時期が来る

んじゃないのかなというふうに思っております。やはり将来も含めて分館に対しての期待ですね、そして要

望、あるいは事業のあり方について両方お２方から今後のお考えをお伺いしたいんですが。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、今第４次福祉総合計画の検討に入っているところですが、その中でも私の町

長としてあいさつの場でお話をしましたけれども、どちらかというと区長というのは、課で言うと総務課、

企画財政も関係することもありますし、あるいは社会福祉協議会の中では集金業務の仕事もします。総体的

に区長というのは大体総務課の仕事が多い。分館長というのは教育課、だから教育課の仕事には体育部長も

います。で、もう一つですねやはり先ほども言われました生活福祉課、高齢福祉課、健康推進課、それから

社会福祉協議会の福祉の活動。そういう面は、これでは公民分館の仕事、分館長の仕事になってますが、今

行政区を見てますと福祉委員会っていうのがありまして、分館長の横でその福祉委員会が分館長をサポート

して、そして地域でのいろんな地域サロンとかいきいき１００歳体操とか、あるいは老人会の活動とか、ま

だ敬老会のいろんなおもてなしとか、そういう業務をやっておられます。ですからこれからですね、ほんと

に健康寿命を延ばして、できるだけ元気な活動をやっていただく。それから、今大きい一つこう問題視され



- 93 - 

ているのが、健康な高齢者とそれから要介護認知症の方、その間にフレイルと言われる人たちがいる。要す

るにまだ健康なんだけども、地域との交流が少ない、どちらかというと家の中でもその要介護の予備軍的な

人達ですよね。こういう人たちを外に連れ出して一緒に活動していく。そういうことで、介護費用とか医療

費の抑制に努めていこうという、そういう活動があるわけで、私が今お願いしているＳＷＣもそういう活動

が１番重点的にやっていくわけですけれども、そういう意味でですね、やはりこの区長それから分館長、今

言いましたように福祉委員会、そういうものをきちんとやはり整理してやっていく必要がある。そうなると

今溝口議員が言われるようなやはり報酬の面もやはり見直していかなきゃいけない。そのときにはですねや

はりこれも本当にデリケートですので、やはり報酬委員会とかそういうところにも審議をしていただいてや

っていく。そういう必要性を私は今感じているところですので、これから本当に元気な高齢者を増やしてい

って、医療費介護費用を抑えるためには、やはりこの辺のところもきちっと整理していかなければいけない

んじゃないかと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  教育長。 

●教育長（米良 隆夫君）  はい、先ほども述べましたように、やはり地域の活性化があさぎり町全体の活性

化につながっていくというふうに思っております。そのためには各地域での各区での教養の向上と、そして

健康の増進、情操の準化等を図っていくことが大事かなというふうに思っております。先ほど言いましたよ

うに、各公民分館の行事とほんと大変多くて、分館長さんには本当にこういろんな面で心労等をおかけいた

しますけれども、やはりあさぎり町住民の方々が健康で明るく心豊かな生活を営む基盤づくりをぜひ各地域

からつくっていただきたいというふうに思っております。先ほども言いましたように、私たちも一生懸命支

援をしていきたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  分館事業の１番最後のほうの事業にですねこれは石坂のを書いてあっとで

すが、これは熊本県の福祉基金の助成事業で今年あさぎり町で石坂が支え合いのマップづくりをやりました

が、非常にこれは私自身も勉強になりました。各区の今言われたように町長が言われたようなことを、本来

はこのマップの中でつくり上げたものをここに今度は対応ができるようになるわけですね、このマップがで

き上がったことで。で、これはですね私は自主防災組織に非常に活用できるんですよ。このマップは。です

から、私は総務課長にお願いしたいんですが、これは社協と一緒になってですよ支え合いマップづくりは、

私は各行政区全部するべきです。これは。もうぜひ協力してやって、それがですね自主防災組織の活動に密

接につながります。いざっちゅうときには、このマップがないとそのときの地域の住民の命を救うことがで

きません。うん。それぐらいに大事なものですから、これは各行政区絶対来年度はみんなで検討していただ

いて、ひとつでもふたつ無でもいいですから行政区取り組んでいただくように御指導なりひとつ御協力いた

だきたいというふうに思います。はい、それではですね、次に入りますが、合併時に行財政改革推進室を設

置しまして、血も涙もないとまでは私は言いませんけれども、そうした決意を持って行革推進されてきまし

た。多分ですねあの記憶では私は副町長が担当されたんではないのかなという記憶があるんですが、間違っ

てたらすいません。そういった努力の結果今日の基金残高につながっているというふうに私は思っておりま

す。尾鷹町政におかれましては、事業推進室を設置して新たなまちづくりを推進をされていきますが、今後

取り組むべき行革、この重要などこに重点を置いて行革については取り組んでいかれるのかをお伺いしたい。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい。行革でございます。現在立てております第３次行革プランにつきまし

ては、平成２７年度に策定されて２８年度から令和２年度まで、来年度までということで５年間の計画であ

ります。来年度令和２年度にですね、新しい行革プランの作成という課題を第４次の行革プランについて協
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議されていくのかなというふうに考えておりますが、現段階で言えることでございますけれども、特にあま

りこう重点項目といった部分がですね見当たらないっていうのが現実でございます。まず第３次の行革プラ

ンについて大きな課題について説明申し上げますと、普通交付税の１本算定に向けた段階的削減への対応と

いうことで、これにつきましては本年度が１本算定となりましたので、消えるものと思われます。ただ１本

算定になったということがまた伸びて上がっていくのかなという部分があります。人口減少社会の到来によ

る少子高齢化の急速な進展、この部分についても変わらない部分でございます。それから、公共施設やイン

フラ施設備の耐震化老朽化対策、これについては公共施設総合管理計画がございますので、その辺でまたう

たわれていくもので余り変わらない、この辺も変わらない部分で、この課題を解決し、自助公助共助が機能

する持続可能な町づくりを推進サービスするために、三つの視点と五つの柱のもとに行革に取り組みました。

三つの視点が住民の視点、選択と集中、経営感覚の導入、五つの柱が町政運営方針の改革、人の改革、組織

の改革、財政構造の改革、事務事業の改革であります。この三つの視点と五つの柱を継承して、少子高齢化、

公共施設インフラ整備等の適正化に向けた取り組みを引き続き行っていくという形になるのかなというふう

に考えているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、一方事業推進室の事業計画が示されておりますが、６４項目をです

ね推進していくということであります。大変なことでありますが、私はやはり１項目ずつですね達成年度を

決められて、そして年度ごとに検証して、進捗状況を数値化していくということはこれは大事なことだろう

と思いますね。そこでですね、担当課が今度担当職員も決まりましたけれども、各課との関係が出てきます

ですね。その辺をうまくいくのかなという心配もあるわけですけれどもどのような進め方でいかれるのか、

具体的にお示しいただければと思います。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、それにつきましてはですね、事業推進室ももうあの連絡係にして、関係課担

当者を集めてもう常に検討会をやって進めていくようにしてます。常に横のつながりも情報を共有化してや

っていくということに今のところを進めてます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい。せっかくですからですねこれだけのメニューがありますから、それ

をしっかりと年度ごとに、あるいはまた数値化して、今年はこれまでだった。来年はもう少しやろうと、そ

ういうふうに見えてこないとまたわかりませんからですね。その辺はもう企業人でありますから、しっかり

していただけるものと思います。もう１点はですね、今後財政運営においてですね考えていかなければなら

ないことに、やっぱり財政負担の軽減を図るということが大事であります。そのためには公共施設の適正配

置による維持管理や更新費用の削減、予算の平準化、こういった取り組みがまた大事にもなってきますけれ

ども、そこで予算の平準化についてお伺いしますが、平成３０年２月に総務省と国土交通省連名で地方公共

団体に対して公共工事の平準化についての要請がされております。その目的はですね、やはり建設業の人材

資機材の効率的な活用や良好な労働環境を実現し、建設現場の生産性向上を図るため、閑散期と繁忙期の差

を縮小させる。そして施行時期の平準化を推進しなさい。そのためには２カ年の国債ですね、国庫債務負担

行為やゼロ国債を活用ができますよというように言ってます。予算の平準化を行うことによってですね、や

はり絶え間なく事業が行われるわけで、町にも活気に満ちた私は町になるんではないのかなっていうふうに

思うわけですね。やっぱり公共事業の事業者は夏場が仕事がないっていうことで、もうほんとに従業員を休

ませたりします。ですからそういうことでなくしてやっぱり安定した収入が得られることによって若い人た

ちがこの町に定着をしていくわけですから、それはやはり行政でできる部分があるわけですね。そのあたり
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はどのようにお考えですか。できませんかね、予算の公共工事の平準化。 

◎議長（徳永 正道君）  企画財政課長。 

●企画財政課長（片山 守君）  はい、公共工事の平準化ということでございますが、今うちの場合には、お

おむね公共工事につきましては起債を活用させていただいております。ですので、まず公共工事がいろいろ

計画されてきますが、財政担当としましては、予算の平準化ですよね、毎年の起債の額をある程度平均した

いというところもありますので、今までは起債の発行額を元金償還金の以内におさめるというところで目標

にしてきましたけれども、現在は大型工事が進んでおりましてそういうわけにも行かなくなりましたので、

発行額につきましては、公共工事分と公共工事分を起債の起債の償還額と合わせてですね、合併等臨時財政

対策債分については別に考えると上乗せして考えるということで起債の方はこの大型工事が最近ある部分に

ついては延ばしてきているというところでございます。今後、公共施設総合管理計画あたりで修繕について

はですね、修繕除去という部分が長寿命化、その辺がまた出てきますのでその辺もあわせたところでですね、

毎年ある程度事業費が確保できるように計画していきたいとは考えているところです。その夏場の工事がな

いときの部分につきましてはですね、工事の早期発注とかですねそういった部分で対応させていただきたい

なと思っているところでございます。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  これはですね、町長の判断が大きく左右するわけでありますが、やはり公

共工事の平準化は本当にあの真剣に考えてみてください。やはりそのことで私は町の活気は変わってくると

いうふうに思います。今財政のほうからはそういうお話をされましたけれども、やろうと思えばできる話で

あります。今日まで多額の基金を積んできておりますけれども、私は今、今回も国土強靱化や減災やいろん

な話が出てきました。私は去年の９月にも愛甲町長に基金を取り崩してでもやはり命にかかわる部分につい

ては早急に対応するべきではないですかっていう話をしてきましたが、町長そのあたりは。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  はい、これまで行政のほうで一生懸命財政の再建、健全化を目指して基金を積まれ

たわけですので、せっかくの基金は大切に使っていかなければならないと、基本的にはそれをベースにしな

がらですね、やはりこれからいろんな事業に取り組む中で、やはりこの町が活性化していく、あるいは町民

の生命財産を守っていく、そういう中で必要なときには皆さんにお諮りしながら基金を取り崩して地域の活

性化、安心安全のために使っていきたいと考えております。 

◎議長（徳永 正道君）  時間の配慮をお願いします。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、最後にＳＤＧを質問しようかなと思いましたが時間がなくなりまし

た。３月の議会に繰り越します。３月はせんと言っておりましたけれども、宿題が出てきましたんで、はい、

すいません。ところで三島柴胡の花言葉は御存知ですか。 

◎議長（徳永 正道君）  町長。 

●町長（尾鷹 一範君）  すいません、知りません。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、時間がないですけど。 

◎議長（徳永 正道君）  溝口議員。 

○議員（１４番 溝口 峰男君）  はい、リュウキンカはですね必ず来る幸せ、三島柴胡はですね初めてのキ

スです。私は、初めてキスしたときの味は覚えておられると思うんですが、１番幸せを感じるときじゃない

んですかね、その時に。私はＳＤＧｓでそれとミックスしたリンクした事業をつくったらどうですかってい

うのを提案したかったんですが時間がありませんので次の時に期待しとってください。 

◎議長（徳永 正道君）  これで１４番、溝口峰男議員の一般質問を終わります。以上で本日の日程は全部終
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了しました本日はこれで散会いたします。 

●議会事務局長（大林 弘幸君）  起立願います。礼。 

 

午後３時４９分  散 会 


